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②
 
①
 

（
開
発
援
助
委
員
会
）

の
メ
ン
パ

ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。

多
く
は
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
独
自
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す

。
し
か

し
最
近
バ
ラ
バ
ラ
の
体
制
で
援
助
を
実
施
し
て
も
容
易
に
そ
の
効
果
を
発
揮
し

え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認

説
さ
れ
、

の
十
年
」
が
こ
れ
で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
先
進
国
側
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
総
生
産
G

N

P

の
一
％
を
援
助
目
標
と
す
る
こ
と

。

援
助
総
額
の
う
ち
政
府
開

発
援
助
を
増
や
し
、
国
民
総
生
産
の

0
．
七

％
に
す
る
。

き
続
い
て
南
北
問
顆
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
。
国
連
は
一
九
六
七
年
の
総
会
の
決
談
忙
基
づ
き
、

南
北
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

一
方
国
連
で
は
一
九
六

0
年
代
を
「
第
一
次
国
連
開
発
の
十
年
」
と
し
て

、

）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

C

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
身
近
か
な
も
の
と
し
て
は
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

助
効
率
の
向
上
を
計
ろ
う
と

し
て
い
ま
す

。
そ
の
―
つ
の
現
わ
れ
が
先
の
D
A

現
在
年
間
約
一
五
六
億

ド
ル

国
際
間
の
経
済
協
力
の
動
ぎ

の
で
す
。 ． 

「
第
二
次
国
連
開
発

一
九
七

0
年
代
も
引

あ
る
程
度
の
成
果
を
見
る

こ
と
も
で
ぎ
ま

(
A
D
B
 

主
と
し

て
旧
宗
主
国
に
よ

る
旧
植
民
地
に
対
す
る
支
援
と
い
う

形
で
始
ま
っ
た

こ
の
よ
う
な
形
で
出
発
し
た
経
済
協
力
で
す
が

、
ま
も
な
く

米

ソ
を

中
心
と
す
る
は
げ
し
い
東
西
援
助
競
争
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
一
九
六

0

年
頃
か

ら

の
融
和
に
と
も
な

い
援
助
も
そ
の

形
態
を
か
え

、

し
て
援
助
を
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

南
北
間
の
問
題
と

（
一
九
七

0
年
）
を
越
す
経
済
協
力
を
D
A
C

こ
れ
か
ら
の
協
力
の

国
際
的
な
協
力
体
制

の
も
と
忙
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
間

も
な
く
新
興
独
立
園
に
対
す
る
経
済
協
力
が

、

． 
援

-1-
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八
一
億
ド
ル
か
ら
、

援
助
領
は
表

④
 

（哨：百万卜うレ）

． 
一
九
七

0
年

の

． 

一
五
六
憶
ド
ル
ヘ
と
十
年
間
に
約
二
倍

匠

に
示
す
よ
う
な

推
移
を
た
ど
っ
て
い
ま
す

。
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③
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は
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か
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は
二

•

四
倍
に
増
加
し

て
い
る
の

に
対
し

、

な

っ

て

い

ま

す

。

援

助

総

額

の

対

国

民

総

生

産

し

一

九

七

0
年

は

O
・七
八

％

で

す

。

(
G

N

P

)
 

一

方

同

期

間

に

最
も
重
要
な

（注）端数未調益

△印は回収超過

査料 ：「日本の経済協力 」外務省p2 9より

比

で

は

多

少

後

退

「

民

間

ベ

ー

ス

援

助

」

「

政

府

開

発

援

助

」

次

の

表

匠

D

A

C
加

盟

諸

国

匠

よ

る

援

助

の

形

態

別

実

施

の

推

移

を

示

し

ま

す

。

． 

． 
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も
っ
て

、

ジ
ア
賠
償
、． 研修

員
の
受
入
れ
、

る
準
賠
償
が
始
ま
り
ま
し
た
。

専
門
家
の
派
遣
等
の
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
に

コ
ロ
ン
ボ
計
画
匠
よ
る
協
力
は

一
九
五
五
年
、

ヽ

一
九
六

0
年
匠
は
対
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
賠
償
、

ド
ル
の
対
ビ
ル
マ
賠
償
を
は
じ
め
と
し
、

九
五
二
年
国
連
拡
大
技
術
援
助
計
画
に
対
し
、

ら
始
ま
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
フ
ィ
リ
ピ
ン
賠
償
五
八
年
に
総
柄
二
億
二
、

二
固
間
技
術
協
力
を
開
始
し
た
こ
と
匠
始
ま
り
ま
す
。

わ
が
国
の
政
府
ペ
ー
ス
援
助
は
、

舒
済
協
力
の
一
っ
と
考
え
る
わ
け
で
す
。

間
ベ
ー
ー
ス
援
助
」
が
あ
り
ま
す
が

そ
の
他
政
府
資
金
援
助
を
指
し
ま
す
。

の
D
A
C
の
観
点
忙
準
じ

て
分
け
れ
ば
図

資
金
の
流
れ
」
と
い
う
親
点
で
と
ら
え
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
経
済
協
力
を
こ

c
 （
開
発
援
助
委
員
会
）

一
口
匠
経
済
協
力
と

言
い
ま

す
が
、

と
ど
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
で
し
ょ
う
が

、

日
本
の
辞
済
協
力
の
現
状

． 
三

0
八
万
ド
ル
の
対
イ
ン
ド
ネ

カ
ン
ポ
デ
ィ
ア
匠
対
す

八
四

0
万
円
の
予
算
を

翌
百
六
年
忙
総
額
五
・
五
億
ド
ル
の

八
万
ド
ル
を
拠
出
し
た
こ
と
か

し
か
し
実
質
的
に
は

一
九
五
四
年
匠
コ
ロ
ン
ポ
計
画
に

参
加
し

、

こ
れ
も
資
金
の
流
れ
と
い
う
観
点
か
ら
は

こ
の
政
府
ベ
ー
ス
援
助
の
ほ
か
に

「
政
府
ベ
ー
ス
」
援
助
と
い
う
場
合
は
r

図 の
と
お
り
で

す
。

の
う
ち
の
政
府
開
発
援
助
と

ま
た
一
九
五
五
年
か
ら
は
総
額
二
億

で
は
経
済
協
力
を
先
進
国
か
ら
開
発
途
上
国
へ
の

経
済
協
力
経
済
援
助
の
範
囲
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
が
分
れ
ま
す
が

、

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

D

A

 

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、

「
民 ー l ど

こ
こ
で
は
日
本
の
経
済
協
力
の
現
状
を
節
単
匠
見
る
だ
け
に

経
済
協
力
の
理
念
と
で
も
い
う
ぺ
き
も
の
か
ら
出
発

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ー4-



経済協力

I 
総師

は

じ

ま

り

ま

す

。

コ

ロ

ン

ボ

計

画

と

は

、

一

九

五

0
年

コ

ロ

ン

ボ

で

開

催

さ

れ

た

英

連

邦

外

相

会

議

忙

お

い

て

構

想

が

生

ま

れ

た

南

お

よ

び

南

東

ア

ジ

ア

の

共

同

経

済

開

発

を

実

施

は

す

ぺ

て

二

国

間

で

決

定

さ

れ

て

い

て

、

匠

よ

っ

て

開

始

さ

れ

、

パ

ラ

グ

ア

イ

、

本

計

画

は

ク

ラ

プ

の

よ

う

な

ゆ

ヴ

ェ

ト

ナ

ム

、

パ

キ

ス

ク

ン

、

金

協

力

ー

ニ

国

脳

贈

与

償

を

含

む

）

麟

＇

二

国

間

政

府

貸

ー

竺

国

際

機

悶

対

す

る

出

賢

拠

出

等

助

ー

輪

出
信
用

援
＿
ス

「

直

接

投

査

べ

丁

国

際

機

関

に

対

す

る

懃

登

等

用F
 

民

r'非
営

利

団

体

に

よ

る

賠

与

そ の瑚

三 I

国直輪

際接出

機 投 信

閉資用

に金

対融

』
汽

日本の経済協力 （ 外 務省） P : 1 7 より

ル

と

次

々

に

対

象

国

を

拡

大

し

て

行

き

ま

し

た

。

プ

ラ

ジ

こ

れ

は

一

九

五

八

年

の

イ

ン

ド

に

対

す

る

第

一

次

借

款

五

、

0
0
0万
ド

ル

済

協

力

の

中

心

と

し

た

政

府

貸

付

（

い

わ

ゆ

る

円

借

款

）

が

登

場

し

ま

し

た

。

以

上

賠

償

お

よ

び

技

術

協

力

を

主

体

と

し

た

コ

ロ

ン

ボ

計

画

の

ほ

か

に

、

経

る

い

紐

帯

で

す

。

現

在

二

四

カ

国

が

加

盟

し

て

い

ま

す

。

目

的

と

し

た

計

画

で

す

。

技

術

協

力

を

そ

の

主

体

と

す

る

も

の

で

す

。

協

力

の

． 

． 
ー 5-



比
較
し
た
も
の
が
次

表
で
す
。

四
億
五
、． 
に
お

い
て
実
施
す
る

． 

表
を
見

て
も
判
か
る
よ
う
に

日
本
の
政
府
開
発
援
助
の
比
率
は
二
五

．
0
佑

八

0
0
万
ド
ル
匠
す
ぎ
ま
せ

ん
C

政
府
開
発
援
助
を
主
要
諸
外
国
と

「
政
府
朋
発
援
助
」
で
す
。
そ
の
一
九
七

0
年
の
実
組
は

経
済
協
力
の

中
核
を
成
す
の
は
、
政
府
が
財
政
資
金
を
使
っ

て
自
ら
の
責
任

す
。
．次
に
経
済
協
力
の
内
容
を
見
て

、

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
技
術
協
力
の
位
置
づ
け
を
行
な

日
本
と
諸
外
国
と
の
援
助
内
容
を
見
ま
す
と

、

％
）
、

で
あ

っ
た
の
が

、

民
間
ベ
ー
ス
の
協
力
は
、

れ
て
い
ま
す
。

一
八
億
二
、

そ
の
質
的
内
容
が
異
な
り
ま

よ
り
、

輸
出
の
急
速
な

伸
び
匠
と
も
な
っ
て

輸
出
信
用

が
拡
大
し
、

日
本
輸
出
入
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
一
九
五

0
年
頃

海
外
投
資

も
一
九
五
一
年
に
ア
ジ
ア
、
と
く
に
イ
ン
ド
に
対
す
る
進
出
を
も
っ
て
再
開
さ

に
見
て
み
ま
す
。

（
う
ち
政
府
ベ
ー
ス
一

わ
が
固
の
一
九
六
六
年
の
援
助
虻
は
D

A

C

加
盟
国
中
第
六
位
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七

0
年
匠
は
米
国

VC
次
ぐ
第

二
位
の

援
助
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
み
る
と

、

一
九
七

0
年
に
は

0
・
九
三
％
匠

逹
し
、

一
％
逹
成
を
目
前
に
し

て
い
ま
す
。

日
本
の
技
術
協
力
の
現
状

一
九
六
四
年
匠
は

0
•

三
六
％

援
助
骸
の
議
論
で
重
要
な
指
標
と
な
る
国
民
総
生
産

(
G
N
P
)

と
の
比

穿

-[
-
0
万
ド
ル
匠
比
べ
四

四
•

四
％
の
増
加

で
す
。

民
間
ベ
ー
ス
六
憶
七

、
二
三

0
万
ド
ル
）

四

0
0
万
ド
ル

わ
が
国
の
援
助
実
組
を
表

(
D
A
C
加
盟
国
乎
均

O
・
七

五

で
す
。

一
九
六
九
年
の
―
二
億
六
、

一
億
五

、

O

N

P

の

一
六

0
万
ド
ル

、

一
九
七

0
年
の
援
助
総
額
は

-6-



項ー］一―――ー一ーロ：
1政府開発援助

国 問 贈 与

賠償 ・ 準賠 償

（ その他の無償経済協力技術 協 力

二 国 間 政 府 貸 付

(:  整

接 倍 款

懃 贅

理 信 用

国際機関に対する出査・拠出等

]]その他政府資金援助

笛出信用 (1年胡）

直 接 投 在 金 練

国際概関に対する融汽等

llI民間ペース援助
戟出信用 (1年沼）

直 接 投 汽

固際機関に対する 粒 贅 等

非営利団体による賠与

ノロ 酎

． 国民所得 （億ドル）

国民総生産 （億ドル）

鉛 1. ・火 印は単位未満 2. 

わが国の援助実箱（ 19 6 6~1 9 7 0) 

1 9 6 6 ロI 1 9 6 7 1 9 6 8 --
金 額樅成比 額＇構成比 金額 溝成比

285.3 45.7% 385.3 48.3% 356.2 I 33. 9% 
104.7 16.8 138.4 17. 4 117. 0 11. 1 

/90.4 114.5 /， 124.7 

(
1 5.6 

（ 
90.7 

（ 
8.6 

1 I 6. 7 '1. 1 I 2.7 0.3 12.6 1. 2 

• ＼ 7. 6 ¥ 1. 2 ！ ¥ 1 1. o ¥ 1. 4 13. 7 1. 3 
＇， 

． 25.4 130.Q 20.8 '202.2 190.5 18.2 

I /114.8 ．ヽ18.4

I 
1161. 9 

言(
1 78.1 

( 

7. 0 
I i 29.9 i 4.8 41. 2 3.9 0.4 

I i心14.7 91I △ 2.4 
し

8.5 0.8 
ヽ

¥＼ C;0.9 

50.6 8.1 44.7 48.8 4.6 

198.9 31. 8 '215.4 27. 0 290.3 30.7 

170.3 27. 2 179. 7 ? 2. 5 322.1 27. 7 

?86 4.6 35.7 4.5 31.8 3.0 

゜ ゜ ゜140.9 ?2.5 196.8 24.7 371.0 35.4 

72.8 11. 6 148.Q 18. 6 280.2 26.7 

68.5 11. 0 48.9 6.1 90.8 8. 7 

40.4 A 0. 1 c. 0.1 七

゜．． ．． ．． .. ．． ．． 

625.1 11JO.O 797. 5 100.D 1,049.3 100.0 

625.1 959. 5 1, 119 

1, 015.5 1, 195,5 1,420 

△印は回収超過

ー7-

l 

（実吋咽頁金頌単位：

金

4~ 

1 : 

（： 
?. 1 

<， 
37 

30 

5 

1 

45 

?9 

14 

1,26 

1 9. 6 9 ← 
額 I構成比 1主
,5.6 | 54.5%| 
3.4 I 9.8 i 

:。;(;:I ( 
6.2 I 17. 1 

1.4 l /17.5 I ! 

: : I [: :<
6.0 I. 7. 6 

5.8 I 29. 7 

9. 9 I '24.5 

5.9 I 4.4 

o.o I 0.8 
1. 7 I 35.8 

9.6 I 23.7 

ロ

． 

． 



い

ま

す

。

● 

技

術

協

力

の

一

カ

七

0
年

の

内

訳

は

、

体

か

一

・

ニ

％

に

過

ぎ

ず

、

加

ド

イ

ツ

フ
ラ
ン
ス

与

匠

含

ま

れ

在

す

。 日

本

ア
メ

リ
カ

，
 
国

名

ヽ

四

八

七

ヽ

八

0
七

八

二

四

． 

開

発

途

上

固

か

ら

の

砧

修

員

、

D

A

C
諸

固

平

均

の

一

0
％

に

比

ぺ

れ

は

、

゜
留

学

始

対

一

六

0
万

ド

ル

で

、

前

年

よ

II 

八

％
 

II 

%
 

II 

五

二

、

五

％
 

‘ 

II 

％
 

可

、
九

七

ー

百

万

ド

ル

五

一

、

0

%

協

力

総

額

|
ー
|
|
'-

政

府

助

発

援

助

の

比

率

外務省日本の経済協力
pp.3 2-3 5 より作成

表
ヽ

な
く な

お

、

「

そ

の

他

政

府

開

発

援

助

」

と

同

じ

で

す

が

、

実

施

主

体

は

政

府

で

の

三

つ

か

ら

な

り

ま

す

。

助

は

二

国

間

即

与

、

匠

す

ぎ

ず

｀
・

二

国

問

政

府

貸

付

、

専

ら

民

間

が

主

導

す

る

も

の

で

す

。

栢

銀

か

ら

の

金

融

で

行

な

わ

れ

る

も

の

が

大

部

分

で

す

。

い

わ

ば

民

間

活

廊

に

対

す

る

政

府

の

助

成

で

す

。

経

済

協

力

に

占

め

る

政

府

開

発

楼

助

の

比

率

（

一

九

七

0
年
）

り

二

六

0
万

ド

ル

堺

加

し

て

い

る

と

は

言

え

、

生

の

受

入

が

万

八

一

万

ド

ル

、

六

万

ド

ル

、

機

材

供

与

が

五

一

六

万

ド

ル

、

二

五

、

0

叩
〇
、

0

三

四

、

英

脚

i

-

、

二

八

一

9

,

1

,

'

.

1

,
 

さ

て

こ

こ

で

と

り

あ

げ

る

技

術

協

力

は

政

府

開

発

援

助

の

う

ち

の

二

国

問

贈

一

九

七

0
年

の

実

績

は

二

、援

助

総

額

に

占

め

る

比

率

で

は

雙

比

率

と

も

著

し

く

少

な

い

。

資

料

は

少

し

古

い

の

で

す

が

次

表

は

主

要

国

の

技

術

援

助

の

占

め

る

拙

位

を

示

し

て

い

ま

す

。

わ

が

国

か

ら

の

専

門

家

等

の

派

遣

が

一

、

そ

の

他

が

三

八

万

ド

ル

と

な

っ

て

国

際

機

関

に

対

す

る

出

資

、

拠

出

竿

主

要

援

助

国

の

う

ち

で

は

最

低

に

な

っ

て

い

ま

す

。

政

府

開

発

援

-8-



が

中

心

で

あ

り

在

し

た

。

わ

が

国

の

開

発

途

上

国

へ

の

援

助

総

額

（

政

府

ペ

ー

ス

、

ド

ル

匠

増

加

し

ま

し

た

。

民

間

ペ

ー

ス

を

含

こ

の

う

ち

農

業

分

野

の

技

術

協

力

は

海

外

研

修

員

の

受

入

れ

数

お

よ

び

専

門

家

派

遣

者

数

で

は

、

わ

が

国

の

技

術

協

力

全

体

の

約

，
朽

を

し

め

て

い

ま

す

。

政

府

ベ

ー

ス

の

農

業

技

術

協

力

は

、

他

の

分

野

と

同

様

に

戦

後

わ

が

国

が

コ

ロ

ン

ボ

プ

ラ

ン

匠

加

盟

し

た

一

九

五

四

年

か

ら

罪

始

さ

れ

、

浩

外

か

ら

の

研

修

生

の

受

入

れ

研

修

と

と

も

匠

、

当

初

は

専

門

家

の

個

別

派

競

わ

が

国

の

行

な

っ

て

い

る

二

国

間

協

力

に

よ

る

農

業

協

力

事

業

は

始

め

か

ら

今

日

の

よ

う

な

形

で

行

な

わ

れ

て

い

た

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

従

来

行

な

っ

て

め

）

は

一

九

七

0
年

に

は

一

八

億

ド

ル

を

こ

え

、

技

術

協

力

も

二

、

政
府
ベ
ー
ス
携
業
協
力
の
経
緯

単

位

百

万

ド

ル

、

パ

ー

セ

ン

ト

日 力
ナ

ダ

ニ

ニ

・

七

ーこ
に
ロ

ベ

ル

ギ

ー

匹
0

•
四

英

国

九

一

・

九

西

ド

イ

ツ

―

―

二

六

フ

ラ

ン

ス

一

四

0ニ
・

八

―
•
四

八

・

九

ニ
四

•

六

-
0・
九

表

主

要

援

助

国

の

政

府

二

国

間

技

術

援

助

額

1

,

 

一

九

六

七

年

―

―

九

六

八

年

／
口

国
剛
国
灯□
~
腐
助
額
馴
剛

.... 

ア

メ

リ

カ

一

五

六

四

・

〇

六

五

七

・O

1

―

I

六

四
一
七

•

六
二
八

・

ニ

―1
0
・
0
 

1
0
 

三
九
•
五

一

三

・

七

二

六

九

八

・

九

一

阿

六

： 八•五
一

六 ―
―
•

七
，
 

八
・
カ

二

三

・0

一

三

．

0

一

六

0
万

九
•
O

技術協力年報
OTCA  1 9 6 9 

一

九

七

°

青

翁．．
対
比

↓4

,

1
.,

'

|

l

1
 

1
0
・0
-
?
 

． 

． 
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． 
ヽ
jィ（
 基
盤
整
備
。

モ
デ
ル

件
発
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト

． 

こ
こ
妬

新
し
い

開
発
、
抱
力
酎
画
の
ね
ら

い
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

カ
か
ら
II

面

II

を
よ
り
重
視
し
た
協
力
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
へ
の
協
力
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
匠
な
り
ま
し
た

。
い
わ

ば
II

点

II

の
協

た
開
発
の
慈
礎
と
も
い
え
る
農
業
教
育
、
農
業
研
究
の

重
要
性

が
認
識

さ
れ

、

環
と
な
る
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
ー
の
設
定
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
II

点

II

の
協
力
で
あ
り
ま
し
た
。

燐
業
開
発
に
力
を
注
ぎ
、

こ
の
よ
う
な
農
業
開
発
に
対
す
る
双
方
の
姿
勢
匠
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
発
が
成

功
し
、
国
民
経
済
が
安
定
成
長
し
て
い
る
と
明
言
で
き
る
国
は
少
な
い
の
が
却

状
で
す
。

の
協
力
事
業
を
再
桧
討
し

、
開
発
の
姿
勢
、
協
力
方
法
を
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま

す
な
わ
ち
殷
業
協
力
は
、

、，ー、U`この
事
業
の
ね

ら
い
は

将
来
開
発
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
地
域
の
う
ち
、
最
も
モ

デ

ル
と
な
る
ぺ
き
中
小
規
捩
の
適
地
に
対
し
次
の
よ
う
な
協
力
を
行
な
う
の
で
す
c

か
ん
が
い
排
水

、
農
逍
の
新
設

・
改
修

、
圃
為
の
腋
伽
な
ど
の
土
地

す
。

開
発
途
上
国
の
経
済
発
展
は
農
業
を
無
視
し

て
は
あ
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、

な
ど
を
主
目
的
と
し
た
炭
業
技
術
の
個
別
協
力
、

(3) (2) 

母
k

技
術
の
訓
練

き
た
農
業
協
力
は

岱
業
技
術
の
実
験
展
示

わ
が
国
も
積
極
的
に
協
力
し
て
き
注
し
た
。

し
か
し

、

こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
立
っ

て、

い

個

別

専

門
家

の
派

遣

ま

開
発
途
上
国
も
わ
が

国
も
従
来

固
民
経
済
の
発
展
に
資
す
る
経
済
開
発
計
画
の
一

あ
る
い
は
農
業
技
術
セ
ン

-1 o-



向
に
あ
り
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
今
後
こ
の
分
野
に
対
す
る
協
力
要
請
は
増
大
す
る
傾

野
の
開
発
に
最
大
の
努
力
を
払
っ

て
い
る
と
は
い
え

、

い
ま
だ

十
分
な
状
況
で

こ
れ
ら
の
要
請
に
応

じ
て

農
業
関
係
教
育
檄
関

あ
る
い
は
農

際
極
め

て
重
要
か
つ
基
本
的
な
分
野
で
あ
り
ま
す
。
各
国
と
も
こ
の
よ
う
な
分

‘‘,-
3
 
‘‘、農
業
教
育

、
農
業
技
術
研
究
は
い
ず
れ
も
直
接
的
に
農
業
開
発
を
実
施
す
る

農
業
教
育
協
力
お
よ

び
農

業
研
究

協
カ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

時
に

、

こ
の

協
力
忙

必
要
な
日

本
人
専
門
家
の
派
遺

、
所
要
の
資
機
材
の
供
与

こ
の
た
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査

、
計
画
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
な
う
と
同

生
汚
改
蒋
お
よ
び
設
村
環
境
整
備
な
ど
の
協
力
を
合
せ
た

、
村
落
の
総
合
開
発

い
わ
ゆ
る
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

、'I
.
2
 
（
 
近
年
忙
お
け
る
協
力
要
訪
は

、

村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

ーヽロ（
 な
ど
の
営
殷
技
術
の
改
善

ヽ

ー

／（
 

ヽ
j
二（
 接
炭
民

の
営
農
技
術
水
準
の
向

上

、

そ

の
対

梨
民
の
組
織
化
、
普
及
技
術
の
確
立
な
ど
を
含
む
制
度
の
改
善

地
域
内
に
適
当
規
模
の
．
ハ
イ
ロ
ッ
ト

・

練
の
実
施
。

ヽ
ーホ

関

係

日

本

人

専

門

家

の

派

遣

、

（
 者
に
対
す
る
日
本
で
の
研
修

フ
ァ
ー
ム
を
設
樅
し
て

、
直

相
手
国
技
術
指
導
者
に
対
す
る
訓

所
要
資
檄
材
の
供
与

、
相
手
国
技
術

こ
の
協
力
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
モ
デ
ル
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、

象
面
積
は
お
お
む
ね
二

oohaを
限
度
と
し
た
小
規
模
な
も
の
で
す
。

既
存
の
農
村
を
一
括
し

て
開
発
対
象
と
す
る

、

炭
民
の
生
産
性
向
上

、
安
定
を
促
す
多
甘
的
作
物
の
導

入
、

本
事
業
の
ね
ら
い
は
既
存
農
村
を

一
括
し
て
取
り
上
げ

、
稲

作
の
み
な
ら
ず

あ
る
い
は
農
村
エ

・
ベ
の
振
興
な
ど
の
多
角
的
ア
フ
ロ

ー
チ
を
行
な
い
な
が
ら
、

農
民
組
織
活
動

、

を
行
な
う
相
当
大
規
模

な
協
力
で
す
。

を
行
な
い

、
相
手
国
技
術
者
に
対
し
日
本
に
お
け
る
研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

適
品
種
の
選
定
、
施
肥
耕
種
基
準
の
確
立
あ
る
い
は
煤
菜
機
械
導
入

．
 

． 
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れ
ま
す
。． 

． 

今
後

こ

の
是
正
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

品
質
の
改
善

、

業
が
発
足
し
た
の
で
す
。

こ
れ
は
わ
が
国
で
の

心
両
要
に
逸
合
す
る

よ
う

、
そ
の

業
関
係
試
験
場
に
対
し

、

の
資
機
材
の
供
与
を
行
っ

て
協
力
し
て
い
ま
す
。

）
 
4
 
、,‘試
験
研
究
技
術
者
よ
り
さ
ら
に
不
足
し
て
い
る
の
は

、
試
験
研
究
に
よ
っ

て

得
ら
れ
た
技
術
を

、
傑
民
忙
普
及
す
る
普
及
技
術
者
の
数
で
あ
り

、

の
向
上
で
あ
り
ま
す

。

と
く
に
栽
培
技
術

、
炭

術
者
を
養
成
す
る
こ
と
は

、

し
た
が
っ
て
こ

の
種
の
秤
及
技
術
者
を
現
地
に
お
い

て
投
成
訓
練
す
る
た
め

、

所
要
の
地
に
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
設
贋
し
て
必
要
な
日
本
人
専
門
家
を
派
遣

す
る

と
と
も
に
、
所
要
の
資
機
材
の
供
与
を
行
な
っ
て
実
際
的
な
協
力
を
実
施
し
て
ま
す
。

に
関
係
す
る
海
外
研
修
員
の
受
入
れ

、

南
ア
ジ
ア
漁
業
開
発
セ

ン
ク
ー
設
置
に
対
す
る
協
力
の
ご

と
く

、

開
発
技
術
協
力

‘‘, 5 
、,̀こ
の
協
力
は
開
発
途
上
国
と
わ
が

国

と
の
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
改
菩

を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す

。

品
質
上
か
ら
み
て
国
際
価
格
匠
比
ぺ

て
割
高
で
あ
る
た
め

、
商
業
ベ

ー
ス

に
よ

る
輸
入
増
大
は
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
困
難
の
解
決
の
た
め

、

生
産
性
の
向
上

、

う
も
の
で
あ
り
ま
す

。

も
の
の

一
つ
で
す

。

(
F
A
0

、

普
及
技
術

U

N

D

P
等

）

メ

コ
ン
河
開
発
計
画
調
査
の
実
施

、

国
際
機
関
ぁ

し
か
し
開
発
途
上
固
の
一
次
産
品
は

一
般
的
に

流
通
機
構
の
整
備
等
の
面
で
技
術
協
力
を
行

開
発
途
上
固
と
わ
が
国
の
貿
易
は
わ
が
国
の
大
幅
な
出
超
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

院
発
技
術
協
力
は
こ
の
問
題

へ
栢
極
的
忙
取
り
組
も

う
と
す
る

一
九

六

七
年
度
ヵ
ら
新
た
に
閲
発
技
術
協
力

事

る
い
は
多
国
間
の
技
術
協
力
も
最
近
ま
す
ま
す
活
発
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す

。
東

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
等
の
行
う
技
術
協
力
に
対
す
る
寺
門
家
の
派
逍
お
よ
び

こ
れ

こ
の
よ
う
な
二
国
間
協
力
と
け
別
に

、
国
述

や

正
に
焦
眉
の
急

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

盆
仮
械
化
技
術
な
ど
の
普
及
技

訓
練
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

必
要
な
日
本
人
専
門
家
を
派
遣
す
る

と
と
も
に

所

要

-12-



な
お
、

一、

団
、
熱
帝
農
業
研
究
セ
ン
ク

ー
た
ど

に
よ
っ

て
行
わ
れ

て
い

る
。

研
修
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
述
ぺ
た
い
。

こ

の
編
集
に
あ
た
っ
て
は

「
技
術
協
力
年
報
」

技
術
協
力
事
業
団
発
行
の
資
料
を
使
用

し

た
。

を
は
じ
め
と
す
る
海
外

農
業
開
発
協
力
事
業
と
開
発
技
術
協
力
事
業

本
協
力
の
実
施
は
主
に
海
外
技
術
協
力
事
業
団
農
業
協
力
部
お
よ
び
開
発
技

術
協
力
室
に
お
い

て
行

わ
れ

て
い
る

。

地
に
対
す
る
専
門
家
の
派
追
の
現
況
と

一
九
七

0
年
忙
お
い
て
行
わ
れ
た
海
外

こ
こ

で
は

現

わ
が

国
の
発
展
途
上
国
に
対
す

る
農
業
協
力
は
主
に

、

海
外
技
術
協
力
事
業

．ー
一
九
七
二

年
二

月
一
日
現
在

政
府
ペ
ー
ス
の
農
莱
協
力
事
業
の
紹
介

． 

． 
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ィ
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マ
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フ
1
国

ン
レ

ン
工
ィ

ィ
ド
ィ

ホ・
ォ

卜
リ
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ッ
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ナ
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袋業畜産センクー
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一次産品閉発技術協力
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リーダー・栽培、土壌肥科、品業機椋

リーダー・栽培、土壌肥料、農業機械、普及

11ーダー・

リーダー・

リーダー・農学‘裟業土木

リーダー、種子生産計画、種子検査制度

巖業機棟、種子生産技術‘機械維持管理

調整
、
農学
‘畜産

リーダー`栽培、育種

リーダー・家畜、家畜衛生、牛‘鶏｀飼料作物

リーダー、病理、蚕改良、栽桑‘蚕種製造

口

ー

遣

ー
WIIー

Pl. ／ロロロ]

指導科目

リーダー・晶学｀栽培
‘塁業土木、普及

リーダー・腹学‘栽培‘農業土木、普及

畜産学
‘曲灰学



I. ． 
る
も
の
で
あ
る
。

主

要
た
施

設
と

し

て

ポ

ン

プ

施

設
、

数

二

九

戸

で

あ

る

。

主

要

な

施

設

け

ボ

ン

プ

四

0
0
案
、

ハ
イ

ロ
ッ

ト

フ
ァ

ー

ム
は
一
集
落
程
度
の
広
さ
で

、

ン
ク

ー
が
難
設
さ
れ
る
。

一
、

0
0
0
位
に
か
ん
が
い

し
、

． サイホン
、

約

一
0
0
位
、

用

排

水

路

、

農
道
で

燐

家

戸

ラ
イ
ス
セ

乾

季

作

収

闘

四

ト

ン

／

な

を

あ

げ

よ

う

と

す

本
地
区
は
、
ミ
ン
ド
ロ
島
東
北
部
に
あ
る
。

河
川

よ

り

ポ

ン
プ
で
協
水
し

、

約

牒
業
機
械

宮

石

睛

夫

栽

培

大

丸

章

人

戯
業
土
木

福

島

昭

団

長

中

J

I

竜

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
遺
専
門
家

①

‘
ミ
ン
ド
ロ

島

ナ
ウ
ハ
ン
地
区

い
る
。 フ

ィ
リ
ピ
ン
稲
作
開

発
協
力

妬
脊
す
る
た
め
、
‘
‘
ン
ド
ロ
島
と
レ

イ

テ
烏

に
米
増

産

モ
デ
ル
団
地
を
計
画

し

た
。

こ
れ
は
水
稲
の
安
定

し

た
二
期
作
を
目
的
と
す
る

ふ

の
で

、

を
供
与
す
る

も
の
で
あ

る
。

す
で
に
昭
和
四

四
年
六

月

妬
協
力
が
閉
始
さ
れ

て

は
こ
の

パ
イ
ロ

ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
を
指

導

す
る

専

門

家

を

派

遣

し
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

ロ
ッ
ト
フ

ァ
ー
ム
を

設
樅

し
た
0

本

協

力

必

要

た

脊

材

品
技
術
の
普
及
を
目
的
と
す
る
．
ハ
イ

の
建
設
を
も
含
む
地
域
米
増
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

こ

の

中

に

実

用

的

営

フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
は
食
租
自
給
化

四

ヵ
年
計
画
の
一

現

と

し

て
、

゜

フ

ィ

リ

ヒ

ン

食

糧

増

産

-16-



ヴ

エ

ト

ナ

ム

共

和

同

政

府

は

、

秘

極

的

妬

学

部

の

充

実

強

化

を

計

る

た

め

、

そ

の

充

実

が

望

ま

れ

て

い

る

。

ヴ

ェ

ト

ナ

ム

頭

首

工

の

改

修

、

炭

道

た

ど

で

あ

る

。

パ

イ

ロ

ッ

ト

フ

ァ

ー

ム

は

約

―

oola、
四

二

戸

の

農

家

を

含

む

0

主

要

た

水

路

、

ラ

イ

ス

セ

ン

ク

ー

が

あ

る

。

栽

培

大

坪

栄

一

郎

農
業
土
木

山

田

信

農

環

普

及

本

地

区

は

レ

イ

テ

島

東

北

部

に

あ

る

。

一

、

0
八

六

位

に

か

ん

が

い

す

る

0
計

画

達

成

の

暁

に

は

乾

季

四

ト

ン

／

し

の

収

癒

を

安

定

し

て

あ

げ

る

こ

と

に

た

る

。

施

設

は

ポ

ン

プ

四

0
0素

、

カ

ン

ト

ウ

大

学

ヴ

エ

ト

ナ

ム

唯

一

の

大

学

煤

学

部

を

有

す

る

カ

ン

ト

ウ

大

学

は

メ

コ

ン

デ

ル

ク

の

中

心

地

ヵ

ン

ト

ゥ

市

に

在

る

。

し

か

し

た

が

ら

打

ち

続

く

戦

稿

の

た

め

も

あ

っ

て

教

育

内

容

け

透

め

て

貧

し

く

、

河

川

か

ら

頭

首

工

に

よ

り

取

水

し

、

主

要

た

施

設

と

し

て

頭

首

エ

、

日

本

政

府

に

援

助

を

要

謂

し

て

き

た

0
援

助

計

画

の

概

要

は

次

の

と

お

り

で

あ

山

川

博

稲

作

普

及

沢

和

人

団

長

北

川

作

吉

郎

一

九

七

二

年

二

月

現

在

派

逍

専

門

家

②

レ

イ

テ

島

サ

ミ

ン

ゲ

ー

ル

、

ア

ラ

ン

ア

ラ

ン

地

区

あ

る

。

,‘
 

9

、

~
•

．．
 ． 

． 
用

排

-1 7-



． 
い
に
よ
り
水
稲
の
二
期
作
が
可
能
に
た
り
、

ボ

ン

プ
ヽ

ナ
ム
グ
ム
河
沿

岸
地
域
に
広

が
る
広
大
な
原
野
に
米
増

あ
る
。

五
Km
に
あ
り
、

近
く

に
日
ラ
オ
協
会
の
協
力
に
よ
る
日
ラ
オ
煤
牧
セ
ン
ク
ー
が

ク
ゴ
ン
地
区
は
主
都
ピ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
北
方
約
二
五

Km
、

タ
ゴ
ン

葵

腕

発

協

力

本
計
画
の
目
的
は

、

産
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
約
八

0
0
位
の
品
地
を
造
成

し、

か
ん
が
い
に

よ
る
近
代
的
殷
業
を
は
じ
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ラ
オ
ス
の
当
面
す
る
食
糧
問
題
の

解
決
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
0

主
要
な
施
設
は
、

―フ

ォ

ス

畜
産
学

池

田

雄

農

学

太

田

泰

雄

水
産
学

川

本

信

之

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
遣
専
門
家

が
派
遣
さ
れ
た
。

本
協
力
は
一
九
七

0
年
三
月
協
定
が
締
結
さ
れ

、

留
学
受
入
。

③

研

究

お

よ

び

教

育

用

資

機

材

の

供

与

。

②
 の
日
本
人
教
官
の
派
遣
。

①

船

学

お

よ

び

畜

産

学

、

る
。

溢
学
の
研
究
、

． 用
水
路
、

排
水

教
育
面
で
の
指
導
と
援
助
の
た
め

ク
ゴ
ン
村
の
東
方

か
ん
が

こ
こ
に

同
年
八
月
二
名
の
専
門
家

カ
ン

ト
ゥ

大
学
の
教
官
と
た
る
ぺ
き
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

教
官
要
員
の

日
本
へ
の

-1 8-



と

う

も

ろ

こ

し

開

発

協

力

本

開

発

事

業

計

画

は

、

産

物

中

も

っ

と

も

有

望

た

と

う

も

ろ

こ

し

の

開

発

に

対

し

て

、

る

技

術

を

傾

注

し

、

協

力

を

行

た

う

も

の

で

あ

る

。

対

策

の

一

域

で

も

あ

る

0

海

外

技

術

協

力

事

業

団

の

開

発

技

術

協

力

室

と

牒

業

協

力

部

の

協

力

に

よ

り

進

め

ら

れ

た

。

カ

ン

ポ
農

業

技

術
調

デ

カ

ン

ボ

デ

ィ

ア

政

府

の

要

請

に

応

え

、

同

国

輪

出

品

イ

ア

柳

田

わ

が

園

の

一

次

産

品

開

発

裕

わ

が

菌

の

も

て

整

鈴

木

治

夫

建

設

機

械

木

村

睦

生

建

設

機

械

後

藤

生

光

農

民

組

織

森

義

久

か

ん

が

い

近

藤

荘

栽

培

芳

賀

惣

典

．
 

リ

ー

ク

ー

1

』
.

.

.
 

-

.

 

9

,
1
 

.. 

.. 

『

9

.

.
 

`
 

畜

産

船

津

秀

雄
栗

原

松

雄

一

九

七

二

年

二

月

現

在

派

遣

専

門

家

施

設

な

ど

で

あ

る

。

こ

の

地

区

の

煤

民

に

対

し

か

ん

が

い

農

業

技

術

の

実

地

教

育

を

す

る

と

と

も

に

、

入

植

増

反

後

の

営

煤

指

導

に

当

た

る

普

及

員

を

羨

成

す

る

た

め

に

、

（約

一
0
0

~
)

内

に

パ

イ

ロ

ッ

ト

フ

ァ

ー

ム

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

フ

ァ

ー

ム

の

指

導

運

営

の

た

め

専

門

家

が

派

遣

さ

れ

て

い

る

9

（

農

業

土

木

）

を

設

楡

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

． 

． 
地

区

-1 9-



． 

．
 

ま
ゆ
の
大
半
は
自
家
消
噛
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
0

し
か
し
近
年
各
国
で
タ
イ
ツ

ク
イ
東
北
部
は
タ
イ
の
養
蚕
地
帯
で
あ
る
が
、

特
定
地
城
開
発
計
画
の

一
貰
と
し
て
、

タ
イ

東

北

部

の

戯
業

開

発

が
重
要
視
さ

で
あ
る
。

i

養

蚕

開

発

協

力

ク

イ

雑

賀

忠

一
九
七
二

年
二

月
現
在

派
遣
専
門
家

他
の
専
門
家
の
派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
交
代
と

し
て

去
る
二
月
六
日
に
専
門
家

一
名
が
派
遣
さ
れ

、

七

0
年

夏
、
協
力
が
一
時
中
断
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し

、

た
さ
れ
た
が

、

ペ
ェ
ト
ナ
ム
の

戦
火
が

カ
ン

ポ
ジ

ア
ヘ
波
及
し
た
た
め
、

な
り
で
あ
る
。

①
と
う
も
ろ
こ

し

の
適
正
品

種
の
選
定
、

び

忙
カ

ン
ボ

デ

ィ
ア
人

技
術
者
の
表
成

②
カ
ン
ボ
デ

ィ
ア

に
お
け
る
栽
培
技
術
の
改
良
ぷ
よ
び
普
及

蔵

引
き
っ
．
つ
き

一
九

そ
の

協
力
計
画
の

大

要

は
次

の
と

耕
拙
碁
準
の
た
め
の
試
験
研
究
た
ら

③
と
う
も

ろ
こ
し

の
流
通
手
段
の
改
良

一
九

六
八
年
度
よ
り
日

本
側
か

ら
専
門

家
の
派
遣
お

よ
び
資
様
材
の
供
与
が

司
氏
が
と

う
も
ろ
こ
し

の
育
種
の
た
め
約
一

戦
火
の
中

で
山
木
鉄

ヵ
年
が
ん
ば
り
先
般
帰
園
さ
れ
、

ク
イ

固

政
府
は
一
九
六
七
年
か

ら
第

二
次

経
済
開
発
五

カ
年

計

画

を
実

行

中

こ
の

計
画
は
煤
業
開
発
に
重
点
を
お

く
も
の
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も

そ
の
養
蚕
技
術
は
稚
拙
で
、

一
九
六
八
年
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。
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も

ろ

こ

し

、

③
 

②
 

マ

イ

ロ

た

ど

を

対

象

品

目

と

す

る

も

の

で

あ

る

0

協

力

の

大

要

は

本

協

力

は

大

豆

を

中

心

と

し

た

油

科

種

子

、

ケ
ナ
フ
、

キ

ャ

ッ

サ

バ

、

2
一

次

産

品

開

発

技

術

協

力

事

業

採

桑

岩

田

益

蚕

種

改

良

東

嘉

昭

製

糸

小

島

卓

之

蚕

飼

育

林

雄

二

郎

青

木

清

密

蚕

開

発

政

策

を

積

極

的

に

と

り

進

め

る

こ

と

に

し

、

を

要

請

し

て

き

た

。

養

蚕

が

換

金

農

業

と

し

て

き

わ

め

て

有

利

に

な

り

つ

こ

の

協

力

の

概

要

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

セ

ン

ク

ー

で

開

発

さ

れ

た

技

術

の

地

域

適

応

試

験

を

行

い

、

地

方

の

農

民

、

既

設

の

三

カ

所

の

蚕

業

試

験

楊

を

改

組

し

、

る

新

技

術

の

渡

密

な

指

導

を

行

う

。

団

長

・

蚕

飼

育

蚕
糸

（
病
理
）

大

村

清

之

助

一

九

七

二

年

二

月

現

在

派

遣

専

門

家

ニ

カ

所

の

．

（

イ

ロ

．

ッ

ト

集

落

を

選

定

し

、

あ

わ

せ

て

各

セ

ン

ク

ー

の

支

場

と

し

て

、

稚

蚕

の

共

同

飼

育

を

中

軸

と

す

こ

の

事

業

は

わ

が

国

が

ク

イ

国

一

次

産

品

の

開

発

輸

入

を

行

た

う

も

の

で

、

O

T

C

A
開

発

技

術

協

力

室

に

お

い

て

行

わ

れ

て

い

る

。

施

設

の

整

備

拡

充

を

は

か

る

。

晋

及

員

の

教

育

訓

練

の

た

め

、

ン

ク

ー

を

東

北

部

の

中

心

地

で

あ

る

コ

ラ

ー

ト

に

設

け

る

。

①

新

技

術

の

開

発

と

技

術

者

教

育

訓

練

を

行

た

う

た

め

、

中

央

研

究

訓

練

セ

た

め

、

わ

が

閲

へ

協

力

つ

あ

る

。

そ

こ

で

ク

イ

国

政

府

は

東

北

部

の

経

済

開

発

、

民

生

安

定

を

は

か

る

ル

ク

の

評

価

が

商

ま

り

、

． 

． 
と

う

-2 1-



④
 与

マ． 一九七二年
二

月

現

在

派

遣

専

門

家

れ

つ

つ

あ

る

。

う

こ

と

と

し

、

． 

条

件

の

適

す

る

プ

ン

ポ

ン

リ

マ

の

訓

練

施

設

に

対

し

、

専

門

家

の

派

逍

と

機

材

の

供

与

を

行

た

う

こ

と

と

た

っ

た

。

も

っ

と

も

必

要

度

の

高

い

二

期

作

化

予

定

地

に

隣

接

し

、

環

境

最

近

と

く

に

顕

若

に

表

面

化

し

つ

つ

あ

る

。

こ

れ

陀

対

処

す

る

た

め

水

田

の

機

マ

レ

イ

半

島

西

北

部

の

ケ

ダ

ー

州

お

よ

び

ペ

ナ

ン

州

で

は

か

ん

が

い

計

画

や

こ

れ

忙

伴

た

い

、

械

化

の

要

謂

が

強

く

出

て

き

た

。

わ

が

園

は

マ

レ

イ

シ

ア

政

府

の

要

請

に

応

じ

て

、

主

と

し

て

水

稲

二

掴

作

化

陀

伴

う

機

械

化

訓

練

計

画

に

つ

き

協

力

を

行

た

か

ね

て

不

足

傾

向

に

あ

っ

た

農

業

労

働

力

が

排

水

干

拓

計

画

が

進

め

ら

れ

て

沿

り

、

水

稲

二

期

作

可

能

面

積

の

拡

張

が

た

さ

業

機

被

化

協

力

レ

イ

ジ

ア

育

種

三

分

一

敬

栽

培

銃

水

涛

流

通

経

済

瀬

戸

晴

比

古

一

九

七

二

年

二

月

現

在

派

遣

専

門

家

パ

イ

ロ

ッ

ト

地

区

に

お

け

る

展

示

普

及

③

｀

油

科

種

子

の

さ

く

油

、

化

学

分

析

の

た

め

の

研

究

施

設

お

よ

び

資

材

の

供

②

ケ

ナ

フ

の

品

質

改

善

、

収

稜

加

工

の

機

械

化

、

①
 
品

稲

、

栽

培

法

、

次

の

と

お

り

。

調

整

に

開

す

る

試

験

研

究

プ

ヘ

ン

開

堀
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が
ヽ

②
 

①
 な

お

、

種
子
検
査
訓
練

団

長

船

田

正

明

菅

生

数

馬

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
遣
専
門
家

わ
が
国
に
た
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
四
年
一

を
投
入
す
る
計
画
を
含
む
ケ
ネ
デ

ー

ラ
ウ
ン
ド
食
種
援
助
協
定
が
両
園
間
で
締

結
さ
れ
た
。

ま
た
チ
ヘ
ア
地
区
に
対
す
る
土
地
華
盤
整
備
に
関
す
る
協
力
要
請

一
月

に
は
チ

ヘ
ア

農
場
に
農
業
用
資
機
材
二
五
万
ド
ル
相
当
分

本
技
術
協
力
の
成
果
を
現
地
に
定
着
さ
せ
る
た
め
の

一
助
と
し

て
、

生
産
技
術
、

農
業
機
械
化
、

小
規
模
士
地
改
良
整
備
、

農
業
協
同
組
合
活
動
、

（一

、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
固
内
の
食
糧
自
給
の
達
成

、

目
標
と
し
た
食
糧
増
産
運
動
を
推
進

し
て

い
る
。

府
の
要
請
を
う
け
、
昭
和
四
三
年
五
月
に
両
園
政
府
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
、

こ
れ
ら
農
槃
分
野
に
お
け
る
開
発
計
画
の
推
進
に
協
力
す
る
こ
と
に
た
っ
．
た
。

協
力
の
概
要
は
次
の

と

お
り
で
あ
る
。

ボ
ゴ

ー

ル
の
ム
ア
ラ
試
験
地
陀
お
け
る
水
稲
優
良
種
子
の
生
産
、
検
査
必

よ
び
普
及
活
動
。

チ
ャ

ン
ジ

ュ
ー

ル
の

チ

ヘ
ア
農
場

水
稲
種
子
生
産
計
画
。

米
の
輸
入
解
消
た
ど
を

わ
が
園
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

1
0
0じ
）

に
お
け
る
水
稲
の

1
西

部

ジ

ャ

ワ

食

糧

増

産

協

力

イ

ン

ド

ネ

ツ

ア

同

矢

追

秀

敏

農
業
機
械

技

若

． 

． 
-2 3-• 



あ
っ
た
。

と
ず
い

て、

三
、

． 
3
擬

業

研

究

協

力

が
締
結
さ
れ

、
農

業

横
械

調

整

か
ん
が
い

農
業
普
及

開
発
途
上

国

に
対
す

る
骰
業
開
発
協
力
事
業
を
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に

水

管

理

、＇

団
長

・
か
ん
が
い

加

藤

文

啓

上

月

秀

高

金

井

太

二
郎

柴

田

寿

夫

川

又

政

図

伊

計

良

彦

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
遣
専
門
家

一
九
七

一
年
九
月
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の
指
導
運
営
に
協
力
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。

． 
一
九
七
一
年
二
月
協
力
の
協
定

こ
の
地
域
に
約
一
五

0
位
の
。
ハ

イ

ロ
ッ

ト

フ
ァ
ー
ム
を
設
置

し
、

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

政
府
は

一
九
六
五
年
か

ら
中
部
ジ
ャ
ワ

・
バ
ユ
マ
ス
県
の
ク

ジ
ム
地
区
の
か

ん

が
い
計
画
の
工
事
妬
着
手

し

た
。

六

0
0
位
の
計
画
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
が
融
資
を
行
た

う
0

本

計
画
の
一
環

と
し

て
パ

イ

ロ
ッ
ト
事
業
設
立
に
つ
い

て
わ
が
国
妬
協
力
要
請
が

わ
が
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お
よ
び
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と
の
協
議
に
も

2
タ

ジ

ム

磁

業

関

発

協

力

か
ん
が

い

F
1J
 

↓

U
 

料

燥
業
機
械

稲

栽

培

農
業
機
械

こ
の
か
ん
が
い
地
区

若

村

守

喜

篠

沢

哲

赤

川

克

之

徳

永

芳

賀

寛 男
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う
も
ろ
こ
し
の
生
産
讃
が
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
と
う
も
る
こ
し
生
産
国

4
東
部
ジ
ャ
ワ
と
う
も
ろ
こ
し
馳
発
協
力
事
業

里

見

綽

生

植
物
生
理

矢

沢

文

雄

植
物
病
理

西

沢

正

洋

団

長

岩

田

吉

人

一
九
七
二

年
二
月
現
在
派
遣
専
門
家

月
よ
り
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
協
力
が
開
始
さ
れ
た
。

一
九
七

0
年
一

0
月
本
協
力
に
閲
わ
る
協
定
が
蹄
結
さ
れ
、

③
 

の
た
め
わ
が
開
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
法
に
よ
る
嚢
業
研
究
協
力
事
業
を
発
足
さ

せ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
号
で
あ
る
。

本
協
力
は
、

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
に
お
け
る
農
業
研
究
協
力
は
、

イ
ン
ド
ネ
ジ
ア
政
府
が
緊
急
に
解
決
を
希
望

し
て
い
る
次
の

三

つ
の
テ
ー

協
力

し
て
、

食
用
作
物
主
要
病
害
の
生
態
と
防
除
に
関
す
る
研
究
。

す
る
研
究
。

必
要
資
機
材
を
供
与
し
、

現
地
研
究
者
と

食
用
作
物
主
要
病
害
お
よ
び
ヴ
ィ
ル
ス
病
の
媒
介
昆
虫
の
発
生
予
察
に
関

食
用
作
物
の
生
理
障
害
お
よ
び
主
要
病
害
に
関
す
る
植
物
生
理
学
的
研
究
。

ヴ
ィ
ル
ス
媒
介
昆
虫

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
は
年
間
約
二
五

0
万
ト
ン

(
F
A
0
.
 

一
九
七
一
年
ニ

一
九
七

0
年
）

で
あ
る
が

、
自
家
消
抄
お
よ
び
国
内
市
場
匠
向
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
輸
出

振
興
の
一
環
と
し
て
東
部
．
ジ
ャ
ワ
州
に
必
け
る
と
う
も
ろ
こ
し
増
産
計
画
を
た

②
 
①
 

研
究
を
実
施
す
る
こ
と
を
主
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
に
つ
い
て
、

専
門
家
を
派
遣
し
、

て、

西
部
．
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ

ー
ル
市
に
あ

る
中
央
農
業
研
究
所
に
対

し

は
、

ま
だ
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
い
研
究
協
力
が
も
っ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ

． 

． 
の
と

本
プ
ロ

-2 5-



(1) 

計
画
の
経
緯

わ
が
国
は
イ
ン
ド
政
府
と
の
間
に
模
範
農
場
設
置
に
開
す
る
協
定
を
一
九
六

ー
藻
業
普
及
セ
ン
タ
ー

イ． 
流
通
改
善

品
質
調
整

”
 

II ”
 

ン
生
産
技
術

ド

河

内

英

芳

住

喜

介

森

田

正

清

坂

本

治

彦

広

瀬

福

里

昌

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
遣
専
門
家

平

． 
わ
が
国
の
供
与
肥
科
と
あ
わ

応
じ
と
う
も
ろ
こ
し
で
返
済
す
る
0

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
民
が
肥
料
等
の
対

わ
が
固
の
供
与
し
た
肥
料
た
ど
の
資
材
を
農
業
協
同
組
合
を
経

四
月
よ
り
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。

一
九
六
八
年

わ
が
国
は
こ
の
要
請
を
受
け
て

、

て
ヽ

こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
協
力
を
要
請
し
て
き
た
。

通
機
構
の
整
備
に
つ
い
て
技
術
協
力
を
実
施
す
る
こ
と
と
た
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
煤
業
普
及
局
の
直
轄
事
業
で

、

民
に
対
し
て
、

由
し
て
貸
与
す
る
も
の
で
あ
る
0

農
民
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
収
稜
裔
に

価
と

し
て
供

出
し
た
も

の
を
翰
出
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
参
加
農

と
う
も
ろ
こ

し
の

増

産

、

を
回
転
資
金
と
し
て
肥
料
等
の
資
材
を
賭
入

し、

せ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
面
積
の
拡
大
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

藤

三

郎

品
質
改
善

、
流

あ
る
い
は
囲
内
販
売
を
行
い

、
当
該
代
金

-2 6-



(3) ③
 
②
 
①
 

セ
ン
ク

ー
周
辺
妬
わ
け
る
普
及
活
動
推
進
の
た
め
の
協
力

っ
た
。

指
導
農
民
に
対
す
る
稲
作
改
善
の
実
地
訓
練

一
九
七

0
年
一
月
機
材
、

専
門
家
の
供
与
、

派
遣
が
た
さ
れ
た
。

一
九
六
八
年
、
協
定
に
も

と
づ

い
て

マ
ハ
ラ
シ
ュ

ー
ト
州
コ

ポ

リ
と

マ
イ
ソ

ー
ル
州
マ
ン
デ
ィ
ア
の
二
沿
場
を
普
及
セ
ン
ク
ー
と
し
て
改
組
す
る
こ
と
と
な

普
及
セ
ン
ク

ー
は

主
に
次
の
こ
と
を
行
た
う
も
の
で
あ
る
。

農
業
技
術
者
、

稲
作
改
善
上
必
要
た
実
用
試
験

改
良
農
機
具
に
よ
る
実
用
試
験

お
よ
び
演
示

い
る
。

二
月
℃
涛
了
と
た
る
が
、

さ
ら
に
三
年
間
協
力
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
て

の
供
与
、

派
遣
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
二

つ
の
セ
ン
ク

ー

の
協
定
は
一
九
七
二
年

が
協
定
に
某
づ
い
て
普
及
セ
ン
ク
ー
に
改
組
さ
れ
、

同
年
七
月
機
材
、
専
門
家

一
九
六
八
年
に
ピ
ハ
ー
ル
州
シ
ャ
ハ
．
ハ
ー
ド
、

グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト

州
ス
ラ

ー
ト

(2) 模
範
農
場
か
ら
四
模
範
農
場
を
選
び

、

忙
広
く
普
及
す
る
こ

と

が
食
糧
増
産
に
貢
献
し
う
る
も
の

と
判
断
し
、
上
記
八

イ
ン

ド
側
か
ら
そ
の
後
も
日
本
側
に
協
力
を
要
請

し
て

き
た
0

わ
が
園
は
模

九
年
に
一
応
の
成
功
を
収
め

て
協
力
期
間
を
終
了

し
た

。

作
技
術
の
模
範
演
示

II

を
目
的
と
す
る
模
範
晨
場
を
八
ヵ
所
に
設
置

し、

運
営
に
協
力

し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

範
農
塙
で
確
立

し
た

稲
作
栽
培
技
術
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、

組
す
る
こ

と
と
た

っ
た
。

普
及
セ
ン
ク

ー

イ
ン
ド
国
内

新
た
に
農
業
普
及
セ
ン
タ

ー
と
し
て

改

こ
の
協
力
は
一
九
六
七
年
お
よ
び
一
九
六
そ
の

二
年
お
よ
び
一
九
六
四
年
に
締
結
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
国
内
に
11

日
本
式
稲

． 

． 
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収
化
、

け
て

、． 
団

長

0
グ
ジ
ャ
ラ

ー
ト
州

ス
ラ
ー

ト
忠
業
普
及
セ
ン
ク

ー

農

機

具

農

機

具

普

コ
ボ
リ
周
辺
地

区
普
及

栽 農
業
機
械

普 団

開
発
計
画
を
樹
立

し
、

及 培 及 長

コ
ポ
リ
農
業
普
及
セ
ン
ク
ー

0
マ

ハ
ラ
ジ
ュ
ト
ラ
朴J
 

普 団

゜ピ.,,、
l 
Jレ

州

及 長

年
覚
書
き
に
調
印
さ
れ

、

森

田
石

川

利

憲

長

南
小

（
五
名
）
岸

池

規

市

田

博

充

原

田

辰

政

加

藤

照

雄

秋

谷

良

潔 叶

． 

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
政
府
は
コ
ポ
リ
農
業
普
及
セ
ン
ク

ー

の
指
導
勧
告
を
う

と
し
て

、
品
業
用
機
械
の
集
団
、

一
九
七
二
年
二
月
現
在
各

セ

ン
タ
ー
の
派
遣
専
門
家
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
他
一
名
四
月
中
忙
派
遣
予
定
）

（
四
名
）
．

明

田

重

俊

宮

坂

忠

次

ジ
ャ
ハ
バ
ー
ド
栽

業
普
及

セ
ン
ク
ー

（
四
名
）

一
九
七
一
年
に
は
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
た
。

わ
が
国
妬
協
力
を
要
請
し
て
き
た
。

こ
れ
は
一
九
七
〇

入
利
用
を
中
心
と
し
た
セ
ン
・
ク
ー
周
辺
煤
業

ボ
ン
ペ
イ
近
郊
の
都
市
化
忙
よ
り
生
じ
た
品
業
労
働
力
不
足
の
対
処
策

同
セ
ン
ク

ー
の
周
辺

約
一
万
位
陀
お
よ
ぷ
三

つ
の
郡
に
お
け

る
水
稲
多

-2 8-



家
が
派
遣
さ

れ
た
。

（⇒ り （口） (1) (1) 

一
九
七

0
年
基
本
協
力
計
画
に
も

と
づ
い
て

協

力

協

定

が
締
結

さ
れ
、

専
門

に
村
落
開
発
計
画
に
閣
係
す
る
普
及
員
に
対
す
る
訓
練

施
設
の
設
個

総
合
盤
為
内
に
低
地
一
三
〇
ェ

ー

カ
ー
及

び

台

地

五

〇

ェ
ー
カ
ー

に
於

て

圃
場
整
備
、
濯
漑
排
水
路

施
設
等
の
歩
悠
整
備

、

さ
ら
に
地
城
煤
民
た
ら
び

地
区

ハ
カ
ン

ジ
ョ

ー
ル

幹
線

水
路
沿
い

村
落
開
発
の
た
め

、

カ
ー

の
地
域
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、

同
地
区
に
お
い

て、

―
二

0
ェ
ー

カ
ー

の
地
域
妬
台
地
瀦
漑

パ
カ
ン
ジ
ョ

ー
ル

幹
線
水
路
の
改
良

等
の
整
備

濯
漑
、
排
水
路

パ
カ
ン
ジ
ョ

ー
ル

幹

線

水

路

の

水

掛

り

五

0
0
ェ
ー

両
国
政
府
の
協

議

に
よ
り
次
に
褐
げ
る

碁
本
協
力
計
画

が
作
定
さ
れ
た
。

（
約
三
万
l

a

)

の
農
業
開
発
に

つ
い
て

技
術
協
力
を
行
た

う
こ
と
と
し
、

ャ
の
地
城
開
発

（八

万
位
）

術
協
力
を
要

請
し
て

き

た
。

の
う
ち
油
業
閑
発
の
分
野
に

つ
い

て
わ
が

国
に
技

計
画
の
概
要

2
ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ
晨
業
開
発
計
画

リ
ー
ダ
ー
栽
培

（
他
一
名

三
月
中
に
派
遣
予
定
）

イ
ン
ド
政
府
は
中
央
政
府
の
直
轄
事
業

と
し
て
進
め
て
い

る
ダ
ン
ダ
カ
ラ

ニ

わ
が
国
は
ダ
ン
ダ
カ
ラ
ニ
ャ
地
城
．
ハ
ラ
ル
コ
ー

ト

菅

原

哲

二

郎

マ
ン
デ
ィ
ア

煤
業
普
及

セ
ン
ク
ー

0

マ
イ
ソ
ー
ル
州
農
業
機
械

岡

野

勇

司

土
壌

肥
科

千

葉

守

男

． 

． 
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． 
目

わ

が

国

け

こ

の

計

画

に

必

要

た

建

設

用

、

． 
営
森
用
、

普
及
展
示
用
資
材
を

り よ
う
た
基
本
計
画
に
華
ず
い
て

、
協
力
協
定
が
一
九
七

0
年
十
月
締
結
さ
れ
た
。

此
業
協
同
組
合

、
耕
作
委
員
会
の
組
織
お
よ
び
活
動
の
改
善
。

及
事
業
に
よ
る
営
殷
方
法
、

営
殷
技
術
の
改
良
。

伺

肥

科

、
煤
薬
等
の
使
用
、
煤
業
機
械
の
共
同
利
用
、

実
験
展
示
お
よ
び
普

り

道
路
、

か
ん
が
い
排
水
施
設
等
の
農
業
甚
盤
の
改
良

さ
ら
に
、

閻
査
協
譲
の
結
果
デ
ワ
フ
ヮ
村

が
協
力
地
域
に
選
定
さ
れ

、

ゆ
る
地
城
炭
業
の
開
発
に
関
す
る
協
力
を
行
い

、

と
報
告
し
た
。

そ
の
効
果
を
近
傍
に
波
及
す

る
こ
と
陀
よ
っ
て
セ
イ
ロ
ン
農
業
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
が

最
も
適
当
で
あ
る

盤
整
備
、

営
品
技
術
の
改
善
普
及
お
よ
び
農
民
の
組
織
化
た
ど
を
含
む
、

要
請

し
て
き
た
0

わ
が

国
政
府
は

、

セ
イ
ロ
ン
政
府
は
食
糧
生
産
を
高
め
る
た
め

、

モ
デ
ル
粒
業
開
発
協
力

セ

イ 調

整

員

煤
業
殺
械

渭
場
整
備

湘 栽

培

団

ロ 漑 長

ン
大

わ
が
固
に
農
業
開
発
協
力
を

一
定
規
模
の
村
落
を
対
象
と
し
て
土
地
華

福

地

愛

治

菅

原

消

水

越

洋

司

ロ

吉

美
喜
男

嶋

田

唯

行

太

田

秀

治

一
九
七
二
年
二
月
現
在

派
遣
専
門
家

次
の

い
わ

-3 0-



も
の

で
あ
る

。

こ
れ
は
主
に

海
外

技

術
協
力

事
業

団
海
外
事

業

部

、

る
。
こ

れ
は
コ
ロ
ン

ボ
計
画
、

機
関
計
画
に
沿
っ

て
派
遣
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。

況
を
図
表
に
示
す
。

二
、
専
門
家
の
個
別
派
遣
協
力
の
現
況

調

整

員

水

文

農
業
洩
械

中
近
東

ア
フ
リ
カ

計
画
、

福

島

守

七

二
年

二
月
現
在
の
派
遣
状

大

谷

俊

人

沼

田

正

道

に

よ

っ
て
行

わ
れ
て
い

中
南
米
計
画
、

国

際

農
業

土
木

堀

江

貞

信

佐

々
木

輝

作
物
栽
培

佐

藤

孝

夫

一
九
七
二
年
二
月
現
在
派
逍
専
門
家

動
の
強

化

た
ど
を
図

り
、

も
に
実
験

ほ
場

、
袋
業
機
械
化
セ

ン
ク
ー

の
建
設

、
品
業
協
同
組
合
の
組
織
活

の
改
修
‘

ほ
場
整
備
、

畑
地
か
ん
が
い
兼
上
水
道
施
設
の
整
備
を
行
た

う
と
と

ー
一

八

0
m
)

七
五
〇

ェ
ー

カ
ー

の
大
き

さ
を
も

つ
代
表

的

た
入

植
村

、

（
標
商
一
五
〇

入
植
後
二

0
年

を
経
過

し

た
村
で

あ
る
0

本
計
画

は
デ

ワ
フ
ヮ

村
を
流

れ

る
ハ
ワ
ネ

ラ
川

の
上

流
部
約
八

0
0
ェ
ー

fノ

ー

の
村
落
を
対
象
に

し
て

道
路

、

生
産
性
の
高
い

近
代

的

た

村

を

建

設

し
ょ
う
と

す
る

染
業
協
同
組
合

か
ん

が
い
排
水

施
設

,
I
 

ご

―
‘

ヽ

セ
イ
ロ
ン

島
の
ほ
ぼ

中

央

部

乾

燥

地

帯

妃

位

個

し
、

約

デ
ワ
フ

ワ
村
は

首
都

コ
ロ

ン
ポ

の
北
東

約

一
四

O

Km
の
地
点

供

与
し
、

関

係
専
門
家

を
派
遣

す
る
。

． 

． 
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専門家個別派遣

. (1972年 2月現在）

• • 
〔：三ヂ

゜

． 

• • 
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ハ
ラ
グ
ア

イ

ツ

リ

ア

プ

ー

ク
ン

ジ

ン
ガ

ポ
ー
ル

イ

ン
ド
ネ
シ

ア

ナ
イ
ジ
リ
ア

ク
ン
ザ
ニ

ア

プ
ラ
ジ
ル

E
C
A
F
E
 

ク ラ

オ

イ ス

ベ

ト

ナ

ム

韓

国

煤
協
経
営

指

導

科

目

協

六

1
四
七

七

1
四
七
・

ニ

S
四
七
・

七
＼
昭
七
・

二

5
四
八

・

一

-
[[

•

=

-

一
塁

・

三

一

一
四
六

・

ニ

―

動
物
用
ワ
ク

チ
ン
製
造

二
幽
六
•
六

造

園

一
四
五

．
―
二

S
四
七
・
―

ニ

か
ん
が
い

一
四

六

・

九

＼
四
八

・

九

―

肥
料
流
通

一
四
六

・

七
＼
四

九

・

七

一

―

―
 

家
畜
病
理
学

一
四
六

・

八
＼
四
七

・

ニ

i

色
業
園
芸

一
三
九

•

四
＼
四
七

・

三

一

『

一

獣

医

こ
囮
三

・
一
「
＼
四
七
・
一
―

-

土
頃
化
学
二
叫
四

・

六
＼

四
八
•

六

―

奥
芸
化
学

・四
六
・

九
S

四
八
•

-
o
i

か
ん
が
い

四
四
・

七
ー
四
七

•

六

一

園

芸

｛
四
四

・

九
ー
四
八

・

九

一

煤
業
経
済

一
四
四

・
一
―

i
四
七
・
一
―

―

そ

菜

一
四
五

・ー

ニ
＼
四
七

．
―
ニ

―

―

-

果
樹
栽
堵

一
坦
六

・

三
＼
四
八
＇
四

―

-

―
 

家
畜
衛
生

＿
四
六

・

六
i
四
七

・

六

＿

こ
し
よ

う

栽
培

i
四
六
•

六
i

四
八
•

六
一

塁

経

済

一
四
ニ

・

三
ー
囮
七

・

九

一

姜

蜂

一
四
五

・

ニ

S
四
七

・

ニ

＿

養
蚕

一四
五
・
三
＼
四
七
•

四

一
桑

栽

培

一
四
五

・

九
＼
四
七

・

九

一
畑
作

一四
六

•

五
S
四
七

•
一
―

一
農
業
機
械

一
四

四

・

八

＼

四

七

・

八

一
農
：
ト
ラ
ク
タ
ロ
|」

|

1

|

|
』
|

_

|

j

間

小
林

啓
作

江
口

久
夫

宮
下

栄
昭

成
松

千
之

竹
下

富
雄

廉
野

潔

馬
渕

信
宏

藤
倉

孝
夫

後
沢

憲
夫

森
永
吉
田
野
田
井
上
杉
山
柴
田
折
田
西
岡
森
脇
伊
藤

今
井
主
基
男

木
村
克
彦
、
上
田

一
美

ヒオ
ー
沢
田

稲

生

理

長
田

桑

栽

培

，
 

池
田

養

蚕

黒
岩

繁

蚕

湿
村
開
発

力

期

． 

繁
治
昌
夫
兼
義
淳 降
彦 勝

魏
朗
京
治 正
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修
義
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明
夫
信
輔

隆
紀

中
村
啓

一
郎

地
曳 ． 

政
男



(2) 

． 
祝
察
を
中
心
と

し

た
研
修
を
行
た
う
も
の
で
あ
る
。

． 

一
四
名

（
三―――

%
)

イ

個
別
研
修

b
 

八
六
名

a 

農
林
省
開
設
コ
ー
ス

O
T
C
A
開
設
コ
ー
ス
七
コ

ー

ス

三
三
名

短
期
研
修

こ
れ
は
行
政
、

研
究
機
関
の
上
級
幹
部
が
主
体
で
あ
る
が

、

た
ら
び
に
そ
の
運
営
管
理

、

ま
た
は
幽
林
水
産
数
の
実
情
の
全
般
に
わ
た
り
―

九
コ

ー

ス

一
名

行
政
研
究
組
織

ア

集
団
研
修

り

長

期

研

修

（
六
七
佑
）

た
集
団
コ

ー

ス
に
受
入
れ
実
習
ま
た
は
技
能
的
研
修
を
行
た
っ
て
い
る
0

昭
和

ヽ

か
ら

海
外
研
修
員
受
入
れ
実
績

農
林
水
産
関
係
海
外
研
修
員
の
受
入
れ
は
昭
和
二
十
九
年
の
技
術
協
力
関
始

昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一

日
現
在
ま
で
に

五
、

0
七
九
名
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
最
近
の
五
ヵ
年
間
で
は
年
平
均
三
六

0
名
で
あ
り
、

地
城
別
に
は

、

（
中
華
民
国

、

リ
カ
地
域
八
佑

‘

二
七
佑

、

中
南
米
地
域
五
％
、

南
西
ア
ジ
ア
地
域
一
名

、

中
近
東
ア
フ

こ
れ
ら

受
入
れ
研

修
員
の
研
修
は
お
お
む
ね

つ
ぎ
の
区
分
妬
よ
り
行
な
わ
れ

高
級
研
究
員

は
個
別
研

修
に

、
上
級
中
級
研
究
者
お
よ
び
上
級
技
術
者
は
集

団
研
修
忙
受
け
入
れ

、

行
た
っ
て
い
る
0

中
級
技
術
者
に
つ
い
て
は
海
外
技
術
吼
力
事
業
団
が
閑
設
し

四
五
年
度
研
修
員
等
受
入
れ
総
数
は
三
四
四
名
で
あ
り
、

お
り
で
あ
る
。

二――

-
0
名

そ
の
内
訳
は
次
の
と

そ
の
研
修
は
農
林
省

各
局
た

ら
び
に
試
験
研
究
機
関

で

て
い
る
。

そ
の
他
六
佑
と
た
っ
て
い
る
。

地
域

韓
国
）

東
南
ア
ジ
ア
地
域
が
全
体
の
約
三
七
労
を
占
め

、

三
、

こ
れ
に
つ
い

で
北
東
ア
ジ

ア

-3 4-



． 
． 

年
度
別
、
項
目
別
受
入
れ
実
績

（
長
期
・
短
期
含
）

（
昭
和
2
9
年
度
～
昭
和
4
5
年
度
累
計
）

項
農
農
農
畜
蚕
食
林
水
総

業
.,. 

業
行

•. 
•. 

年
目

政
産

技

度
経

術
済
地
産
糸
品
業
業
計

昭
和
2
9
年
度
iヽ
人
人
人
人
人
人
人
人
人

3
0
 

1
0
6
 
2
9
2
 

4
8
 
1
 7
 
8
 
6
 
9
7
 
5
7
4
 

3
 1
 

3
 2
 

レ

3
3
 

6
2
 
1
3
6
 

3
1
 
1
 
3
 
1
 2
 
4
7
 
2
 9
2
 

3
4
 

11 3
 
1
5
0
 

4
3
 
5
 
8
 
1
 9
 
4
4
 
3
8
0
 

3
5
 

2
6
 
1
7
5
 
8
 
3
4
 
1
 
4
 l
 1 6 
3
6
 
3
0
0
 

3
6
 

5
6
 
1
6
2
 
1
 5
 
1
 8
 
2
 
3
 
2
7
 
5
3
 
3
 3
6
 

3
 7
 

5
9
 
1
 7
 6
 
1
 5
 
3
7
 
5
 
1
 
1
 7
 
6
0
 
3
 70
 

3
8
 

5
6
 
1
8
5
 
2
 
3
6
 
5
 
1
 0
 
2
0
 
3
8
 
3
5
2
 

，
 

I
 
3
9
 

7
 0
 
1
6
2
 
1
 5
 
2
5
 
1
 
1
 
1
 6
 
4
 1
 
3
 31
 

4
 0
 

4
4
 
1
8
0
 
5
 
3
8
 
1
 3
 
2
 
2
 1
 
3
6
 
3
3
9
 

4
 1
 

8
 1
 
1
6
3
 
2
4
 
2
7
 
1
 0
 

2
3
 
9
0
 
4
1
8
 

4
2
 

8
4
 
1
 0
 0
 
2
 1
 
2
4
 
5
 
2
 
1
8
 
5
 1
 
3
0
5
 

4
 3
 

7
7
 
9
5
 
1
 6
 
4
2
 
7
 
2
 
3
 1
 
7
2
 
3
4
2
 

4
 4
 

1
1
3
 
1
2
0
 I
 1
 4
 
3
8
 
1
 1
 
2
2
 
1
 1
 
6
7
 
3
9
6
 

4
 5
 

1
 1
 2
 
1
 1
 0
 
1
 0
 
2
6
 
1
 0
 
2
 
1
 3
 
6
 1
 
3
 4
4
 

総
計
1
,
0
5
9
 I
 

2
,2
0
6
 
1
 45
 
4
6
7
 
9
 1
 
6
8
 
2
5
0
 
7
 9
3
 
5
,
0
7
9
 

全
体
比
絡）

2
1
 
4
 3
 
3
 
，
 
2
 
1
 
5
 
1
 6
 
1
 00
 

ーUlS1

農
業
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
技
術
協
力
の
現
状
（
農
林
省
）
p
.
 1
3
 



国
別
、
項
目
別
受
入
れ
実
績
（
長
期
短
期
含
）

（
昭
和
2
9
年
度
～
4
5
年
度
累
計
）

I
 

--・
一
-

—--
-
-
•
ー
・
―
---

--
--
-
,
 

地ご
ヵ
数
度

総
全

ッ
四
受

体
コ
五
入

比
城

内
年
数

計
％
 

北
人

人
東
中

国
（
 
4
 0
)
 

8
 5
 2
 

ア
蒋

国
（
 
3
 4
)
 

4
 9
 3
 

；ヽ；ア
小

計
（
 
7
 4
)
 
1, 
3
 4
 5
 

2
 7
 

フ
イ
リ
ビ
ン

（
 
1
 7
)
 

3
 8
 0
 

東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
 
3
 2
)
 

3
 4
 5
 

ベ
卜
ナ
ム
（
 
8
)
 

1
 4
 4
 

南
ン
・
ポ
ジ
ア
（
 
0
)
 

1
 2
 5
 

力

ア
フ

オ
ス
（
 
1
 0
)
 

3
 0
 

3
 7
 

；`； 
夕

イ
（
 
3
 2
)
 

5
 1
 0
 

マ
レ
ー
シ
ア

（
 
1
 2
)
 

2
 3
 1
 

ア
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル

（
 
4
)
 

1
 0
 

ビ
Jレ

マ
（
 
5
)
 

1
 0
 0
 

小
計

(
1
 2
 0
)
 
1, 
8
 7
 5
 

9
 
9
 
9
,

.
 -

バ
キ
ス
タ
ン
（
 
1
 1
)
 

1
 1
 7
 

南
ネ

ノ
＜

ル
（
 
7
)
 

4
 7
 

西
イ

ン’
ド
（
 
1
 9
)
 

4
 9
 5
 

ア
プ

ク
ン
（
 
1
)
 

7
 

、
1
7
 

ジ
セ
イ
ロ
ン
（
 
1
8
)
 

2
 0
 2
 

マ
ル
デ
イ
プ
（
 
0
)
 

2
 

ア
（
 

ア
フ
ガ
ニ
ス
ク
ン

3
)
 

2
 2
 

小
計

（
 
5
 9
)
 

8
 9
 2
 

中
近
東
ア
フ
リ
カ

（
 
4
 1
)
 

4
 1
 7
 

8
 

中
南

米
（
 
4
 7
)
 

2
 4
 0
 

5
 

そ
の
他

（
 
3
)
 

3
 1
 0
 

6
 

総
計

(
3
 4
 4
)
 
5, 
0
 7
 9
 
1
 0
 0
 

ー．9C1

農
業
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
技
術
協
力
の
現
状
（
農
林
省
）
P
.
 1
4
よ
り

． 
． 



イ ァ
a 

煤
林
省
開

設

． 
（
た
だ
し
四
七
年
一
月

三
十
一

個
別
研
修

集
団
研
修

一
六
五
名

b

o

T

C

A

開
設 一

九
四
名

日
現
在
ま
で
）

八
コ
ー
ス

一
コ
ー
ス

昭
和
四
十
六
年
度
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

-
0
0
名

九
四
名 ． 
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昭
和
4
6
年
度
国
別
、
項
目
別
受
入
れ
実
績

(
4
 6. 
4. 
1
~
4
7
.
1.
3
1
)
 

地城

＼ 国

名

項

目

一農業技術

贔丁`
―`
-
-
-

：
済
地
産

蚕糸

食
丁

品
業

水産

総計

北東アジア

号
78
-
343
-
5

『
-1
-
34

ニ

-

.-

2

三
7551-4
i1
-_

2
_-『]1-1

一一．r 7ー一主ー一2_-—ー一ー

「ー「4ー
—
ー

ーロニー―

5

6/4

_

2
-

2ロー一
ー1]□ロ 5：口

□
2

-

/

」ーロ十↑卜」上_i

-――
-―

-5

/i

i-.

-

―ーロ

,-2211717
-
22-3
-
5
-
3

＿ーロロ昌ロロニ 1i25

_1
16-―

□
l|日

菜一他計

ムア了＾『

1ァ

l

ナ

ジ＿＿＿ッ

．一

トーボ＿ォ一[-•一ここ ペ

h一
ラク

一
マ
[-―-一中

□
」一総

ァ

Lー

中韓

小

国国

6-7 

13 

計
1
3
 

フ
ィ
） 
ビ

1
 1
 

東南アジ

ン‘

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア

189
ー

2 7 
1
 9
 

5-4 

―ー5-2 
5 4
9
 

1
 9
 

． 
． 



調

査

の
結
果
、
同
国

．ツ
ヤ
ナ
ク
プ
ー
ル
県
、

た
。

人 4. ス 2
 ネ

パ
ー
ル
燥
業
開
発
計
画

派
遣
さ
れ
た
調
査
団
と
農
業
開
発
協
力
の
要
請

一
九
七
一
年
度
内
に
派
遣
さ
れ
、

業
調
査
団
は
次
の

と
お
り
で

あ
る
。

一
月
二
二
日

s
―
二
月
二
八

日

イ
ン

ド
ネ

ツ
ア
・
ラ
ン

ボ

ン
開
発
某
硲
調
査
団

八
月
二
二
日

S
九
月

ニ

ー
日

イ
ン
ド

病
虫
害
巡
回
指
導
チ

ー
ム

セ
イ
ロ
ン
デ
ワ
フ
ヮ
村
落
開
発

•

生
活
改
善
巡
回
指
導
チ

ー
ム

一
月
七
日

s
―
二
月

一
日

八
月
一
五
日
ー
九
月
四
日

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

東
部
．
ジ
ャ

ワ
と
う

も
ろ

と
し
開
発
協
力
巡
回
指
導
チ

ー
ム

年
度
内
派
遣
予
定

ネ．
ハ
ー

ル
王
国
政
府
は
湘
漑
、

営
農
、

普
及
た
ど
を
中
心
と
す
る
地
域
農
業

開

発
に
対
す
る
協
力
を
わ
が
国
妬
要
請
し
て
き
た
。

わ
が
国
政
府
は
こ
の
要
請

を
受
け
て
一
九
七

0
年
三
月
以
来
数
次
の
調
査
団
を
派
選

し
協
力
に
乗
り
出

し

ナ
ラ
ヤ
ニ
県
ラ
プ
テ

ィ
地
区
に

5

ク
イ
一
次
産
品
開
発
技
術
協
力
巡
回
指
導
チ
ー
ム

四、 ． 
九
月
六
日

s
-
0
月
二
四
日

1

ィ
ン
ド

研
究
協
力
予
備
調
究
団

ま
た
派
遣
が
予
定
さ
れ
て
い
る
主
要
た
農

． 
-5 9-



． 
派
遣
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ネ
パ

ー
ル

の
本
協
力
期
間
は

、

． 

二
月

末

忙
は
専
門

家
の
派
遣
が
予
定
さ

最
初
の
二
年
間
の
準
備
協
力
を
経

て
か
ら

五

の
ジ
ャ
ナ
ク
プ
ー
ル
全

県

で
あ
る
が
当
初
は
平

地
の
開
発
に
重
点
を
置

く
。

⑥

開

発

地

域

は

南

は

ガ

ン

ジ

ス

平

原

か

ら
北
は
チ

ペ
ッ

ト
国
境
山
岳
地
ま

で

⑤
 

慣
行
煤
法
の
改
善
を
図
り
、

菫
点
を
雌
き

、

普
及
指
導
股
場
を
、

近
代
煤
法
の
展
示
、

ク
ー

の
入
手

と
適
用
試
験
、

対
象
作
物
は
水
稲
に
重
点
を

習

く
も
、

し
て
行
＜

゜

あ
わ
せ

て
協
力
の
方
向
を
次
の
よ

う
に
示
唆

普

及

指

導

圃
は
約
五
〇
位
と

し
、

ヵ
年
の
本
協
定
に

入
る
も
の
で
あ

る
。

れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
＿
ラ
ン
ボ
ン
州
開
発
計
画

イ
ン
ド

ネ

シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ

島
一
ブ
ン
ボ

ン
州

約
三

0
万
な
の

開
発
計
画
に
対

す
る
協
力

要
請

が
わ
が
国
に
出
さ
れ

て
い
る
0

昨
年

八
月
ラ
ン

ボ

ン
開

発

基

礎

調
査
団
が

一
カ
月
に
わ
た
り
派
遣
さ
れ
た
。
さ
ら

に
三

月
上
旬
実
施
調
査

団
の

チ
ュ
ー
プ
ウ
エ
ル
に
よ
っ
て
消
漑
す
る
。

④
 

畑
作
物
分
野
等

へ
も

協

力

を

拡
大

普

及

事

業

の

訓

練

を

行

う
。

③
 

ジ
ャ
ナ
ク
プ
ー
ル
県
の
ハ
ル
デ
ィ
ナ
ス
燐
楊

普
及
指
導
栽
塙
と
し
て
、

②
 

①
 

助
言

、

指
導
の
た
め
の
デ

ー

（

旧

F
A
0
普
及
牒
場
）

を

て
行
く

。

ま
た

改
良
農
法

の
普
及
の
た
め
普
及
指
導
圃
を
増
加

し

普
及
事
業
に
対

す

る
助
言
、

指
導
お
よ
び
訓
練
の
効
果
を
高
め
る
た
め

、

し
た

。

か
つ
周
辺
遥
家
へ
の
改
良
殷
法
の
波
及
に
努
め
る
。

対
す

る
煤
業
協
力
が
答
申
さ
れ

、
普
及

出

業

へ
の
助

―i--
[
、

指
導

お
よ
び

訓
練
に

—•4 0-



②
 な

お
ラ
ン

ポ

ン
開
発
に

つ
い
て
は

当
財

団

が
こ

れ
ま

で

の
数
多

く

の
報
告

や

資
料
の
取
り
ま

と
め
を

O
T

C
A
よ
り
事
業
依
託
を
受
け
目
下
事
業
を
進
め

て

イ

ン

ド

農

業

研

究

協

力

計

画

昭
和
四
六
年

イ

ン
ド
政
府
よ

り
水
稲
の
主
要
病
害
虫
の
発
生
予
察
法
の
確
立

―
二
月
に
予
備
調
査
団
が
発
派
遣
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は

イ

ン
ド
戯
業
研
究
所

た
ど
に
お
い

て
次
の
協
力
を
行
ぅ
予
定

で

の
発
生
予
察
法
の
確
立
に
閲
す
る
研
究
協
力

園
芸
分
野
に
開
す
る
研
究
協
力

枯
病
等
）

あ
る
。

ヽ①
 

水
稲
の
主
要
病
害
虫

（
三
化
メ

イ
虫
、

イ
ネ
シ

ン
ト
メ
ク
マ
バ
エ

、

体
化
の
た
め
の
実
施
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

等
に
対
す
る
研
究
協
力
の
要
請
が
ヵ
さ
れ
た
。

こ
れ
に
華
．
つ
き
同
年
一

四
七
年
度
早
々
に
こ
の
計
画
の
具

い
る
。

．
 

● 

白
葉

一
＼
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． 
う

の
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
特
色
で
あ
る
。

人
員
も
ご
く
備
か
で

あ

る
。

②
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国

家
行

政

は

各

省

国
間
開
発
協
力
の
三
部
局
に
分
か
れ

て
い
る

。

． 

た
。
た
。

そ
し
て

外
務
省
に
同
際
閑
発
協
力
を
専
門
に
担
当
す
る
次
官
が
新
設

さ
れ

開
発
協
力
痣
局
と
い
う
の
が

で
き
、

①
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

開
発
援
助
行
政
は

、

・
 

1

ス

ウ

エ

ー

デ

ン

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
で
も
た
れ
ば
と
思
い

、

う
ち
か
ら

、

そ

の
要
旨
だ
け
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

中

央

て、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
の
対
外
開
発
協
力
行
政
に
つ
い

総
理
府
審
議
官

日
本

の
海
外
援
助
協

力
も
よ
う
や
＜
本
格
的
た
段

階
に
入

ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

そ
う
い
う
折
に
現
在
の
援
助
体
制
が
世
上
の
話
題
に
の
ぼ
る
の
も
当
然
の

こ
と
で
す
。

そ
こ
で

、

先
年
隅
奔
さ
れ
た
総
理
府
永
田
審
議
官
か
ら
話

し
て
い
た

だ
い
た
こ

と
の

だ
き
す
し
た
。

日
本
の

開
発
協

力

行

こ
こ
に
集
録
さ
せ
て
い
た

一
九
七

0
年
に
い
た

り
、

銀
行
か
ら
の
世
銀
出
け
だ
け
を
例
外

と
し
て
一
元
化

さ
れ
外
務
省
の

中

に
国
際

こ
こ
が
一
括

し
て

所
管
す
る
こ
と
に
な
っ

こ
の

局

の
内
部
組

織

と
し
て
は
企
画

調
整
‘

計
画
等
の
政
策
の
立
案
、

槻
梱
は
き
わ
め
て
簡
素
で

、

た
こ
と
は
す
ぺ
て

実
施
機
関

二
国
間
開
発
協
力

お
よ
び
多

（
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
）

（
エ
ー

・ジ

ェ
ン
シ
イ
）

と
実
施
機
関

（工
‘、
イ
ジ

エ
ン
シ
イ
）
の
二
つ
に

分
か
れ

て
い
る
0

各
省

は
歳
入
歳
出
五
ヵ
年

予
算
法
案
そ
の
他
の
法
律
案
の
準
備
た

ど
に

限

ら
れ
、

そ
し
て
日
常
業

務

的

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い

そ
し
て
国
際
協
力
の
分
野
で
は
一
九

永

田

長

平

ョ
ー
ロ
ッ
パ
王
要
国
冗
お
け
る
開
発
協
力
行
政

-4 2-



2
西

ド

イ

ツ

れ
る
。

い
す
る
国
民
の

関
心
が

嵩

く
、

委
員

と
く
に
若
い
人
の
関
心
の
強
い
こ
と
が
注
目
さ

ほ
ど
で
あ
る
0

昔
か
ら
固
際
機
関
へ
金
も
人
も
多
く
出
す
た
ど
海
外
協
力
陀
た

的
で

、

政
府
が
後
退
的
姿
勢
を
少
し
で
も
見
せ
る
と
逆
に
政
府
の
尻
を
た
た
＜

的
一

般
国
民
の
対
外
開
発
協
力
に
対
す
る
考
え
方
や
与
論
も
き
わ
め
て
積
極

々
に
は
理
解
で
き
た
い
ほ
ど
で
あ
る
0

供
与
の
仕
方
も
グ
ラ
ン
ト
が
多
く
、
言

て
あ
の
国
が
遠

い、

余
ま
り
関
係
も
た
い
よ
う
た
国

vc援
助
を
与
え
る
の
か
我

純
す
い
た
援
助
が
多
い
0

し
か
し
、

ど
う
し

①

S

I

D

A

に
は
理
事
会
が
あ
り
、

事
は
中
央
政
府
の
役
人
が
任
命
さ
れ
る
が

、

労
働
界
か
ら
一
名
、

名
の
理
事
と

S

I

D

A

の
長
官

供
与
囲
の
選
び
方
と
事
業
内
容
の
両
面
で
重
点
が
牲
か
れ
て
い

る
0

相
手
国
と
し
て

エ
チ
オ
ピ
ア
、

ン
ザ
ニ
ア
、

る
0

事
業
面
で
は

、

供
与
と
水
、
食 チ

ュ
ニ
ジ
ア
、

を
僻
い
て
い
る
。

に
行
っ
て
い
る
。

家
族
計
画
、

副
議
長
を
つ
と
め
る
。
）

（
議
長
を

つ
と
め
る
0

)

農

村

開

発
、

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ス
ー
ダ
ン

、

ザ
ン
ピ
ア
な
ど
に
集
中
的
に
援
助
を
供
与
し
て
い

教
育
た
ど
に
対
す
る
グ
ラ
ン

ト

電
力
供
給
事
業
陀
対

す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
供
与
に

酋
点

ま
た
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
陀
対
す
る
援
助

も
行
ォ
っ
て

い
る
0

援

助
は
ひ
も
つ
き
援
助
で
は
た
く
、

い
た
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
た
め
の
準
備
も
充
分

①
連
邦
譲
会
の
中
に
常
任
委
員
会
と
し
て
経
済
協
力
委
員
会
が
あ
り
、

供
給

、

イ

ン

ド
ヽ

パ
キ
ス
ク
ン

、

夕

④
援
助
は
、

協
同
組
合
関
係
か
ら
一
名
、

民
閤
団
体
か
ら
一
名
、
一
名
、

．．
 
計
八

政
党
関
係
か
ら
四
名

、
県
知
事

て
い

る
。

六
五

年
に
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
国

際
開
発
庁

(
S
I
D
A
)
 

＇、

（
県
知

と
い
う
の
が

設
立
さ
れ

． 

． 
-4 5-



財
団
）． があり
、

東
京
に
は
事
務
所
を
持

ち
、

＠
か
た
り
大
き

な
民
間
の
経
済
協
力
団
体

． 
労
働
教

（
フ
リ

ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
エ
ー
ベ
ル

ト

計
画
が
あ
り
、

⑦

援
助
の
半
分
以
上
は
マ
フ
リ
カ
忙
集
中
し
て
い
る
0

財
政
の
中
期
五
ヵ
年

本

と

の
競
合
に

つ
い
て
か
方
り
神
経
質
妬
弁
｀
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

済
的
配
慮
を
行
い
な
が
ら
援
助
を
実
施

し
て

い
る
0

海
外
協
力
に

つ
い
て
は
日

＠

援
助
匠
対
す
る
姿
勢
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
は
異
た
り
、

固
ド

イ

ツ
け
相
手
国
の
適
当
た
人
匠
ド
イ
ツ
語
を
マ
ス
ク

ー
さ
せ
て
、

彼
ら

④
援
助
の
実
施
機
関
は
機
能
別
妬
分
か
れ
て
い
て
数
が
多
い
。

③
 

本
援
助
忙
関
す
る
委
鼻
会
は
経
済
省
が
主
催
し
て
い
る
。

②
 

各
局
が
置
か
れ
て
い
る
。

長
レ
ペ
ル
）

副
委
員
長
は
野
党
第
一
党

ド
イ

ッ
で
は
経
済
省
が
ひ
じ
ょ

う

に
強

く
、

経

済

省

経
済
省
が
握
っ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
0

経
済
協
力
省
は
ど
ち
ら
か

と

い
え
ば

技
術
援
助
に
関
す
る
委
員
会
は

、

に
ド
イ
ツ
語
か
ら
訳
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
国
国
語
に
よ
る
技
術
の
手
引

書
を
作
成
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

自
国
陀
対
す
る
経

援
助
も
一
応
目
標
を
持
っ

て
行
た
っ
て
い
る
。

ま
た

ア
ジ
ア
各
地

で
、

経
済
協
力
省
が
主
催
す
る
。

①

開

発

援

助

政

策

全

設

に

関

す

る

委

員

会

は

経

済

協

力

省

が

主

催

す

る

。

が
常
任
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

が
設
け
ら
れ
て
い
る
°
経
済
協
力
、

経
済

、

外
務
、

大
蔵
の
各
省

③
海
外
経
済
協
力
に
つ
い

て
は
関
係
各
省
の
連
絡
調
整
の
た
め
委
員
会

（
局

技
術
協
力
が
中
心
に
た
る
。

ガ
か
た
り
の
実
権
を
に
ぎ
っ
て
い
る
0

登
本
協
力
に
閲
す
る
実
権
は
い
ま
で
も

し
て
い
る
0

同
省
の
内
部
部
局
と
し
て
は
官
房
と
第

一、

②
連
邦
政
府
に
は
経
済
協
力
省
が
独
立
し
て
な
り
、

長
は
与
党

（
社
会

民
主
党
）

、

同
盟
／
キ
リ
ス

ト
教
社
会
同
盟
）

か
ら
出
て
い
る
。

第
二
お
よ
び
第
三
の

か
た
り
積
極
的
忙
活
動

（
キ
リ
ス

ト
教
民
主

-4 4-



術
援
助
、

の
事
務
局

と
し
て

は
、

は
政
策
企
画
、

開
発
援
助
情
報
、
国
際
機
関

、

財
政

経
済
開
発
援

助
、
国
際
技

育
年
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派

遣
の
各
部
か
ら
た
る
。

②

担
当
大
臣
は
、

4
オ

ラ

ン

ダ

外
務
省
の
国
際
協
力
局
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
0

同
局

援
助
政
策
の
企
画
調
整
の
指
導
、
推
進
を
行
た
う
が

、

P
r
o
g
r
a
m
m
e
 

各
省
庁
の
次
官
、

そ

か
た
り
強
力
た
大
臣
と
し
て
D
A
C
当
局
に
お
い
て
も
高

①
こ
の
国

に
は
開
発
援
助
担
当

国
務
大
臣
が
置
か
れ

て
い
る

c

は
必
ず

閣
議
に
出
席
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

こ

の
事
務
局
は
海
外
開
発
庁

画
が

で
き

て
い

る
0

協
力
援
助
は
対
象
国
別
に
予
算
を
た

て
て
い

る
0

し

か
し

予
算
の
補
正
は
柔
軟
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

の
一

員

で
も
あ
り
、

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

が
担
当
し
て
い
る
。

こ
れ
は
閣
議

こ
の
大
臣
が

議
長

と
た
る
各

省

庁

の
委
員
会

が
設
置
さ

③
予

算
に
つ
い

て
は
財
政

五
ヵ
年
計
画
が
あ
り

、

海
外
援
助
も
大
ま
か
た
計

次
官
補

レ
ペ
ル
が

参
加
す
る
。

が
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
陀
た
っ
て
お
り
、

②

閣
係
各
省
の
連
絡
調
整
の
た
め
妬
け
W
o
r
k
i

n
g

P
a
r
t
y
 O
n
 A
i
d
 

か
れ

て
い

る
。
党
時
閣
譲
に
は
出
席

し
た
い
が

、

関
係
の
議
類
が
あ
る
ば
あ

い

英
連
邦
省
の
外
局
的
た
海
外
開
発
庁
と
た
っ
た
が

、

依

然

海

外

開

発

大

臣

が

置

党
政
府
に
代
っ
て
す

ぐ
一
九

七

0
年
十

月

匹
内
部
機
構
は
そ
の
ま
オ
で
、

①
一
九

六
四
年

（
労
働
党
政
府
時
代
）

に
設
立
さ
れ
た
海
外
開

発

省
は
保
守

外

務

・
 

3

イ

ギ

リ

ス

育
、

農
協
育
成
、
成

人
教
育
た
ど
に
協
力
し
て
い
る

。

． 

． 
関
係
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マ
ダ

ガ
ス

カ
ル
担
当
事
務
局
長
が
主
催

し
て

週
一
回

、

力
調
整
委
員
会
が
開
か
れ
る
。

議

さ
れ
て

い
る
よ

う
で
あ
る
。

ス

． 

． 

こ

の
委
員
会
で
は
相
当
こ
ま
か
ぃ
案
件
ま

で
審

局
長
レ
ペ
ル
の
経
済
協

⑤
海
外
協
力
や
援
助
に
関
す
る
調
整
妬
つ
い
て
は
大
統
領
府
の
ア
フ

リ

カ

フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

と

い
う

の
が
あ
り
、

海
外
協
力
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。

で
文
化
、

科
学
、

ア
リ

ア
ン

政
槻
関
は
複
雑
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
0

外

務

省

に

文

化

総

局

が

あ

り
、

⑭
フ
ラ
ン
ス
の

開
発
援
助

は
ア
フ
リ
カ
の
旧
植
民
地
中
心
で

、

の
人
の
所
へ
行
く
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ

こ
の
大
臣
は
閣
議
妬

そ
の
長
で
あ
る
。

②

経
済
協
力
庁
に
は
官
房
と
サ
ハ
ラ
以
南
フ
ラ
ン
ス
系
ア
フ
リ
カ
諸
固
芸
よ

ま
た
五

0
0
万
ド
ル
く
ら
い
は
そ
の

人

の
と

こ
ろ
へ
行
け
ば
ポ
ン
と
出
し
て
く
れ
る
よ
う
に
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

技
術
協
力
を
や
っ
て
い
る
。

そ
の
担
当
行

政
府
ベ

ー

ス
の
外
、

5
大
統
領
府
陀
一
人
偉
い
人
が
い
て

、

低
開
発
国
か
ら
来
た
人
は
必
ら
ず
そ

局
が
必
か
れ
て
い
る
。

び
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
共
和
国
開
発
援
助
局
と

、

調
査

・
文
化

・
科
学
技
術
局
の

も
出
席
す
る
0

外
務
省
の
外
局
に
経
済
協
力
庁
が
あ
り
、

①
外
務
省
に
協
力
担
当
国
務
大
臣
が
樅
か
れ

て

お
り
、

5

フ

ラ

ン

ス

ら
ま
せ

て
行
っ
て
い
る
。

を
作
っ
た
。

い
る
が

、

ま
た

、

最

近

開

発

途

上

同

産

品

輪

入
促
進
セ

ン
ク
ー

④
オ
ラ
ン
ダ
の
海
外
協
力
は
こ
の
国
の
輪
出
ゃ

本
予
算
は
こ
れ
よ
り
多
い
こ
と
も
あ
る
。

教
授
が
こ
の
審
議
会
の
会
長
を
し
て
い
た
0

審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
役
人
が

一
人
々
々
に
つ
い
て
補
佐
し

て

い
る
。

③

対
低
開
発
国
援
助
供
与
審
議
会
が
あ
り
、

一
次
産
品
の
輸
入
た
ど
と
か

か
つ
て
テ
ィ
ン
パ

ー
ゲ
ン

予
算
も
こ
こ

で
審
議
勧
告
し
て

ー46-



． 
司

時

昭
和
四

十
七
年
二
月
十

二
日

会

財

団

事

務

局

長

石

黒

光

農
業

技
術
協

力
の

あ

り
方

（
座
談
会
）

外

務

省

技

術

協

力

課

長

O

T

C

A

常

務

理

事

O

T

C

A
農

業

協

力

部

長

農

林

省

国

際

協

力

課

長

財

団

人

材

・

情

報

部

長

参
加
者

（
発
言
順
）

中

田

正

足

利

知

己

渡

辺

滋

勝

吉 伴

原

平

二

郎

● • 
正
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． 

． 

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
自
由
に
ど
討
諮
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ら
ど
う
ぞ
ご
提
案
下
さ
い
。
ま
た
話
の
途
中
で
も
結
枇
で
す
か
ら
大
切
な
こ
と

⑨ R ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 司
会

そ

の

他

こ
れ
か
ら
の
協
力
対
象
固
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
展
望

私
た
ち
財
団
で
は
毎
年
、

「
海
外
農
業
ニ

業
協
力
を
特
集
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は

そ
れ
妬

ュ
ー
ス

」
匠
政
府
ペ

ー
ス

の
梨

る
ぺ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
ご
意
見
を
承
っ
て
記
事
に
し
ょ
う
と
思
い
お
染
り
い

私
ど
も
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
座
談
を
進
め
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
検
討
下
さ
い

。

政
府
ベ

ー

ス

農
業
協
力
の
類
型

と
そ
の
方
向

民
間
農
業
協
力
に
つ
い

て

「
日
本
農
業
と
海
外
船
業
協
力
と
は
競
合
す
る
」
と
い
う
説
に
対
す
る
反
論

梨
業
技
術
協
力
が
う
ま
く
進
む
た
め
の
条
件
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。

専
門
家
ま
た
は
専
門
家
チ

ー
ム
の

派
避
体
制
づ
く
り
は
こ
れ
で
よ
い
か

財
団
の
あ
り
方

こ
れ
ら
の
う
ち
財

団
と
し
て
は

特
に
③
）
と
⑦
）を
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が

、
と
の
他
に
こ
＼
で
と
り
あ
げ
た
ら
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

財
団
と
し
て
は

、
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
民
間
を
代
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て

、

政
府
と
民
間
の
関
連
づ
け
（
農
業
協
力
匠
お
い
て
）
を
何
ん
と
か
う
ま
く
で
き
な

は
な
い
も
の
か

。

民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
財
団
は
何
を
何
す
ぺ
き
か
。

政
府
ベ
ー
ス

と
民
間
ペ

ー

ス
の
協
力
体
制
は
可
能
か

た
だ
い
た
次
第
で
す

。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

。

「
腹
業
技
術
協
力
は
い
か
に
あ

-48-



司
会
こ
れ
を
一
番
最
初
に
や
り
ま
し
よ
う
か
。

伴

え
え
。

伴
、
え
え
。

司
会

派
遣
の
体
制
の
問
題
で
す
ね
。

吉
原
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が

、

伴 司
会

東
京
と
い
う
と
政
府
の
こ
と
で
す
か
。

地
匠
ま
か
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

財
団
そ
の
も
．
の

A
在
り
方
に
な
る
の
で
す
が

、

く
る
体
制

、
農
業
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
別
に
送
り
出
し
母
体
を
育
成
す
る
な
ど
の

問
題
に
関
連
さ
せ
て
財
団
の
在
り
方
陀
つ
い
て
ご
意
見
な
ど
を
お
聞
き
か
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

ま
ず
は
じ
め
に
、

ま
だ
充
分
匠
自
信
が
た
い
J

派
逍
体
制
と
か
派
遣
チ
ー
ム
を
つ

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
匠
あ
げ
た
項
目
は
話
の
素
材
と
し
て
私
ど
も
が
考

素
人
が
先
に
発
言
し
た
方
が
具
合
が
い

A
と
思
い
ま
す
か
ら
は
じ
め
に
言
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
僕
が
疑
問
に
思
う
こ
と
、

仕
事
と
現
地
で
や
る
仕
事
の
権
限
移
譲
陀
つ
い
て
な
の
で
す
が

、

大
き
な
分
か
れ
道
で
は
な
い
か
と
忌
う
の
で
す
。
東
京
を
非
常
に
強
力
に
し
て
現

地
＠

こ
と
を
一

切

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

、
現
地
で
の
権
限
を
大
き
く
し
て

、

東
京
と
い
う
地
域
の
こ
と
で

、
東
京
か
ら
拡
が
っ
て
い
く
も
の
に
対
し
て

、

東
京
が
コ
ン
ト
ロ

ー

ル
ク
ワ
ー
に
な
る
か

、

こ
と
で
す
。
僕
は
相
当
現
地
中
心
で
な
け
れ
ば
う
ま
く
行
か
な
い
の
で
は
な
い
か

伴

座
談
会
の
討
猿
項
目
と
し
て
で
す
ね

。

え
た
も
の
で
す
。
何
か
こ
の
筏
か
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
よ
う
か
。

．
 

こ
れ
が

。一
っ
。

課
題
の
一
つ
は

、
東
京
で
や
る

こ
れ
が
―
つ
の現

現
地
中
心
主
義
で
行
く
の
か
と
い
う

こ
の
座
談
会
で
と
り
あ
げ
る
問
題
に
つ
い
て
数
分
ご
討
議
い

い
も
の
か
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
の
で

、
③
）
を
特
匠
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
⑦
）
は

● 
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司
会
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。
今
日
は
な
ん
で
す
か
、

吉
原

司
会

渡
辺
足
利
司
会
す
。

司
会

もヽ

．
 

そ
う
で
す
ね

．
ぅ
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
、
受
入
れ
も
あ
り
ま
す
な

．

い
や
、

あ
と
で
も
ど
こ
で
も
い

A

で
す
。

う
こ
と
陀
つ
い
て
は
、

「
晶
業
技
術
協
力
と
は
こ
れ
だ
」
と
い
う

れ
が
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。

農
業
技
術
協
力
と
は
何
ん
ぞ
と
い
う
こ
と
で
す
な
。

て
い

る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
と
っ
て
み
て
も
、

そ
の
中
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ツ
．
コ
ン

哲
学
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
よ
い
な
ら
、

最
業
技
術
協
力
の
哲
学
と

い
う
考
え
方
で
す
ね

。

初
で

し
ょ
う
ね

。
こ
れ
を
①
の
前
に
も
っ
て
き
て
、

だ
き
ま
す
。
伴
課
長
の

も
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
3

ま
た
は
狭
い
意
味
に
お

そ
の
哲
学
が
な
い
よ
う

ま
あ
、． 

で

一
番
最
初
に
討
議
し
て
い
た

「
東
京
で
の
仕
事
と
現
地
で
の
仕
事
」
は
①
）
と
②
）
の
間
陀

農
業
技
術
協
力

と
い
え
ば
派

遣
だ

け
で
な
く
国
内
へ
の
受
入
れ
の
こ
と
も

に
思
え
る
の
で
す
が
。

そ
れ
は

、

理
念
論
で
す
な

＂

二
時
間
だ
け
で
し
ょ
。

そ
れ
こ
そ
一
番
最
初
の
序
論
で
す
ね
。

こ
れ
が
一
番
最

け
る
殷
業
開
発
と
か
、

こ
れ
ら
だ
け
を
や
っ
て
い
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

フ
ァ
ー
ム
と
か
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
ク
ー
と
か
、

渡
辺
そ
れ
が
非
常
に
疑
問
に
思
え
る
の
で
す
。
農
業
技
術
協
力
の
骨
子
と
な
っ

も
の
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
つ
つ
こ
ん
で
や
る
の
な
ら
良
い
の
で
す
が
、

な
ん
か
そ

に
あ
る
ぺ
き
か
」
と
い
う
に
し
て
も
、

「
農
業
技
術
協
力
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
が
漿
と
し
て
い
る
の
で
す
。

「
い
か

こ
の
議
題
そ
の
も
の
は
良
く
判
る
の
で
す
が

、
そ
の
中
心
と
も
い
う
ぺ
き

ま
あ
僕
ら
も
参
会
す
る
資
格
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど

渡
辺
本
日
の
座
談
会
の
議
題
「
農
業
技
術
協
力
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
と
い

・伴

ー5(J-



司
会
吉
原

別
し
て
い
る
ん
で
す
。
伐
業
開
発
市
業
と
協
力
事
業
を
区
分
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

政
府
ペ
ー
ス
で
や
る
も
の
で
、

開
発
事
業
と
い
う
の
は
も
う
か

っ
た
り
損
し
た
り
す
る
も
の
で

、
協
力
事
業
と
は

石
黒

伴

そ
れ
で
は
、

ま
あ
そ
う
で
す
。

言
葉
の
遊
び
み
た
い
で
す
が

、

ビ
ジ
ネ
ス
な
ん
で
す
か
ら
。

ル
ペ
ー
ス
で
や
る
の
を
協
力
と

言
う
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が

。

疑
業
協
力
は
何
に
か
と
い
う
こ
と
に
関
連
す
る
の
で
す
が
、

い
ま
し
ょ
う
か

。

司
会

吉
原

は
。
足
利

そ
れ
で
は

ソ
ロ
バ
ン
ぬ
き
の
も
の
と
一
応
考
え
て
い
ま
す
。

ろ
う
と
い
う
こ
と
は
想
像

で
き
ま
す
が
ね

。

は
受
入
れ
の
方
も
含
め
て
一
っ
ど
う
ぞ
。

も
の
で
す
か
ら
ね

。
民
間
協
力
は
な
か
な
か
も
う
か
る
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。

例
え
ば
水
産
な

ど
は
魚
を
獲
っ

て
く
る
だ
け
で
い

A

の
で
す
か
ら
、

で
す
が

、
心
庭
業
協
力
、
特
匠
開
発
協
力

な
ど
は
非
常

に
難
し
い
も

の
で
す
か
ら
こ

A
陀
と
り
あ
げ

て
み
た

の
で
す
。

こ
れ
は
我
々
の
様
な

立
場

の
者
が
も
う
か
る
と
か
も
う
か
ら
な
い
と
か
議

論
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
誰
も
本
気
匠

し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
わ
か
ら
ん
者

が
何
を
言
っ

て
い
る
か
と

思
わ

れ
る
く
ら
い
で
し
ょ
う

ね
。
ま
ぁ
も

う
か
ら
ん
だ

（一

同
笑
）

「
民
間
儀
業
協
力
匠
つ
い
て
」
と
い
う
こ
と
で
話
合

っ
て
も
ら

私
ど
も
財
団
で
は
一
応
つ
ぎ
の
よ
う
に
区

こ
A

で
は

両
方
を
含
め

て
い
る
わ
け
で

す
ね

。
も
う
か
る
の

コ
マ
ー
シ
ャ

こ
れ
は

司
会

民
間
の
栽
業
協
力
は
も

う
か
ら

な
い
も

の
だ

と
民
間
の
人
も
言

っ
て
い
る

②
の
原
案
に
は
民
間
農
業
協
力
は
も
う
か
る
か
と
あ
り
ま

し
た
が

、
こ
れ

吉

原

ま

あ

受
入
れ
の

方
は

い
＼
で
し
ょ
う
。
足
利
さ
ん
な
に
か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

． 

． 
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． 
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

司

会

窮

板

的

に

は

人

。つ
く
り
匠
な
る
の
で
し
ょ
う
が

、
技
術
協
力
で
す
か
ら
生

も
の
で
す
か
ら
。

れ
ま
す
け
れ
ど
も
。

伴 司
会

人
づ
く
り
と
い

A
ま
す
と
教
育
の
よ
う
な
非
常
に
幅
の
広
い
も
の
も
含
ま

伴 司
会
よ
う
す
る
陀
私
は
人
。つ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。

た
た
い
て
も
ら
う
種
を
出
す
わ
け
で
す
な

。

ま
あ
な
ん
で
す
な

、
人
づ
く
り
の
一

種
な
ん
で
し
よ
う
な

、

言

へ
ば
晨
民
の
技
術
水
準
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
し
、

あ
げ
る
匠
は
、

純
技
術
の

移
転
と
い
う
こ
と
で
と
ら
え
る
と
間
違
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

．‘

人
づ
く
り
と
い
、
さ
す
と
向
う
の
国
の
人
づ
く
り
で
す
ね

。
屁
民
の
ね

。

ぇ
A

そ
う
で
す
。
晨
業
分
野
に
お
け
る
相
手
国
の

人
づ
く
り
で
す
。

大
い
妃
反

論
を
期
待
し
さ
す
。
た
A

い
て
も
ら
う
つ
も
り
で

言

っ
て
い
る

産
を
あ
げ
る
た
め
で
、

伴

そ
れ
の
前
捉
妬
な
る
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
も
入
っ
て
く
る
の
で

、

そ
の

切
り
込
み
方
は
生
産
を
あ
げ
る
と
い
う
点
に
あ
る
の

司
会

伴
課
長
か
ら
い
か
＼
が
で
す
か

。

農

業

技

術

協

力

と

は

何

か

す
。 司

会
辺
さ
ん
の

に
民
間
協
力
と
い
う
と
と
で
い

A

の
で
し
ょ

。

え
A

そ
う
で
す
。

で
は
そ
ろ
そ
ろ
は
じ
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
渡

「
品
業
技
術
協
力
と

は
何
か
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
ま

吉

原

今

日

は

「
も
う
か
る
も
う
か
ら
な
い
」
は
ぬ
い
て
し
ま
う
の
で

し
ょ

。
単

い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
ね

。

伴 ,・

援
助
と
い
う
意
味
で
の
協
力
な
ら

、

． 本
来
は

、
型
か
ら

よ
く
考
え
れ
ば
技
術
水
準
を

C

I

S

C

A

み
た
い
忙

も
う
か
ら
な
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る
を
得
な
い
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
ね
。

吉
原
か
u
 

一
般
の
工
業
だ
と
か

、

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
と
な
れ
ば

、
技
術
協
力
と
は

、

足
利

そ
れ
は
た
し
か
に
そ
う
で
す
が

。

人
と
人
と
の
関
係

と

な
ん
と

い
ろ
い
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
お
題
目

た
所
得
の
向
上
と
か
生
活
水
準
の
向
上
な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が

、

の
例
を
見
て
み
ま
す
と

、
例
へ
ば
専
門
家
な
ど
が
行
っ
て
指
導
し
て
い
て
も

、

れ
に
つ
い
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

。
肥
料
に

し
て
も
そ
う
で
す
。

が
肥
料
を
や
れ
ば

、

そ

こ
っ
ち

施
肥
す
る
の
で
す
が

、
自
分
達
で
肥
料
を
買
っ
て
や
ろ
う
と

い
う
意
慾
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
国
々
の
歴
史
や

、

尻
異
な
る
の
で
す
か
ら

、

件
と
い
っ
た
も
の
が
夫
々
ず
い
ぶ
ん
違
う
の
で
す
し

、
品
業

の
歴
史
も
そ
れ
ぞ
れ

そ
う
い
う
処
へ
日
本
の
純
技
術
を

、

を
強
引
陀
や
ら
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
匠
何
か
問
類
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

相
手
の
盗
民
が
乗

っ
て
く
る
仕
方
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
あ
る

程

度
教
え
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
す
が
。
教
育
と
い
う
こ
と
が
問
顆
に

な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

か
ら

、

い
A
ま
す
か

、

渡
辺

． 

土
地
条
件

、
気
象
条

日
本
の
品
業
技
術

伴
課
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
匹

、
窮
極
的
に
は

人
づ
く
り
だ
と
思
い
ま
す
。

駐
業
協
力

と
い
う
坦
合
花

、
技
術
協
力
と
資
金
協
力
と
が
あ
り
ま
す
が
、

い
っ
て
も
技
術
協
力
が
そ
の
主
体
匹
な
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な

＜
協
力

の
目
的

は
向
う
の
人
の
自

助
努
力
を
助
長

す
る
こ
と
陀
あ
る
の
で
し
ょ
う

そ
う
な
れ
ば
こ
の
自
助
努
力
を
助
長
す
る
最
も
有
力
な
手
段
は
技
術
協
力

人
に
対
し
て
技
術
を
与
え

、
啓
発
し
て

、
そ
の
人
達
が
自
ら
そ
の

技
術
を
生
か
し
て
努
力
す
る
よ
う
陀
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
技
術
を
媒
介
と
し
て
人
間
を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

難
か
し
問
題
で
す
ね
。
農
業
協
力
と
は

、
伴
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
花

、

マ
ン
パ
ワ
ー
の
育
成
と
い
う
こ
と
が

、
他
か
の
協
力
と
比
ぺ
て
色
濃
く
で
て
こ
ざ

．． 

い
ま
ま
で
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． 
な
い
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
が

、

． 

私
は
技
術
協
力
の
碁
礎
的
分
野
の

つ
が
研

野
匹
協
力
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
研
究
協
力
は
技
術
協
力
で

逹
を
指
導
す
る

こ
と
で
は

、
な
い
で

し
ょ
う
か

。
し
た
が
っ
て
も
っ
と
上
の
研
究

的
な
分
野

、
す
な
わ
ち
応
用
的
陀
し
ろ

、
甚
礎
的
な

分
野
匠
し
ろ

、
こ
れ
ら
の
分

む
し
ろ
我

々
が
出
来
る
こ
と
と

言
え
ば

、

日
本
で
言
う
専
門
技
術
員
に
あ
た
る
人

う
か
ね
。

で
す
か
ら
普
及
で
い
う
な
ら
、

ど
ん
な
に
や
っ

て
も
普
及
員
ど
ま
り
で

、

小
規
模
工
業
と
か
他
の
農
業
以
外
の
も
の
陀
比
ぺ
ま
し
て

、
特
陀
教
育
的
要
素
が

も
っ
と
も
重
要
な
要
素
と
た
っ
て
い
ま
す

。

そ
れ
ら
を
技
術
協
力
と

言
う
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
な
分
類
の
仕
方

が
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
で
て
く
る
時
に
お
い
て

、

技
術
協
力
を
も
っ

と
純
粋
匠

技
術
の
移
転
と

し
て
と
ら
え
て
い

A

の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す

。
非
常
に
割
り
切
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
も
す
る
の

農
業
協
力
に
関
係
し
て
い

A
ま
す
と

、

諦
さ
れ
る
か

と
い
う
と
、
農
民
を
意
識

す
る
か
ら
で
、

開
俗
妃
言

う
普
及
と
い
う
要
素
が
で
て
き
て

、

い
ず
れ
股
業
協
力
の
究
柄
的

目
的
で
は
あ
っ
て
も

、

技
術
協
力
に
お
い
て

、

よ
う
と
い
う
こ

と
は
、

そ
の
場
合
人
間
の
問
題
が
な
ぜ
特
に
意

こ

の
と
こ
ろ
が
疑
問
匠
思
え
る
の
で
す
が

。

そ
こ
匠
教
育
的
要
素
、
所

そ
こ
に
マ
ン
バ
ワ
ー
の
育
成
、

人

国
際
的
な
農
業

そ
の
直
接
の
協
力
対
象
と
し
て
良
い
も
の
か
ど
う
か

、
そ

や
は
り
農
民
を
直
接
匠
ど
う
こ
う
し

全
面
的
匠
と
言
っ
て
よ
い

く
ら
い

相
手
国
政
府
の
問
題
で

あ
っ

て、

相
手
固
政
府
が
批
民
を
育

て
る

過
程
匠
お
い
て

、
必
要
と
さ
れ
る
技
術

を
グ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
で
提
供
し
ょ
う
と

言
う
の
が
我
々
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

殷
民
が

、

間
の

教
育
的
面
と
い
う
の
が
意
識
さ
れ
る
の
で
す

＂

で
す
が
）

い
お

け

る

教

育

協

力

が

、

こ

れ

か

ら

問

題

に

．
な
っ
て
く
る
で
し
よ
う
し

、

そ
れ
は
必
然
的
陀
そ
う
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
や
は
り
、
技
術
協
力
の
中
に

--5 4-



司
会

伴
¥

O

 

う
カ
も
の
を
レ
ペ
ル
ア
ッ
プ

又
は
自
助
努
力
す
る
よ
う
な

晨
民
を
つ
く
る

こ
と
で
し
ょ

し
よ
う
な

。

司
会

伴
課
長
が
お
っ
し
ゃ
る
人
づ
く
り
と
は

、
技
術
対
象
と
し
て
の
袋
民
そ
の

い
で
し
ょ
う
か
ね

。

う
こ
と
を
時
々

議
題
に

し
て

話
を
す
る

こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、

相
手
国
の
誰
か
ら
見
た
協
力
と
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
問
題
陀
な
っ

年
前
イ

ン
ド

匠
、

勿
論
そ
の
仕

方
内
容
は
相
手
国
や
地
域
に
よ
っ

て
違
い
ま
す

例
の
セ
ン
ク

ー
の
走
り
の
ま
た
走
り
の
と
き
匠
日
本
の
農
村
青

匠
非
常
に
意
義

が
あ
っ
た

の
で
す

。
な
ん
と
い

A

ま
す
か

、

ク
ト
を
与
え
る
と
で
も
い

A
ま
す
か
、

で
す
。

届
民

と
言

っ
て
も
、

あ
A
な
る
ほ
ど
。

て
く
る
ん
で
す
ね

。

最
初

の
出
発
点
と
し
て
の

意
義
は
あ
っ
た

の
で
す

。
そ
の
精
神
は
今
で
も
引
き
つ
が
れ
て
い
ま
す
が

、

れ
る

に
つ

れ
て
、

直
接
農
民
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
は
、

盗
業
技
術
協
力
の
手
法

を
つ
く
り
に
く
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す

。

質
的
に
も
直
接
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
の
で
す
が
ね

。
だ
か

ら
あ
え
て
農
業
技
術
協
力
は
と

言
う
な
ら
、

科
学
技
術
の

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
で
な

が
、
そ
の
バ
リ
ュ

エ
ー
ジ

ョ
ン
を
踏
ま

え
た
上
で
の

技
術
の

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

で

日
本

の
屁
民
と
概
念
は
ビ

ッ
ク
リ
し

ま
せ
ん
。
仮
に

烏
民
と

い
う

言
葉
を
使
っ

て
も
殷
業
従
事
者
全

部

と
い

う
こ

と
匠
な

り

ま
す
が

、

そ
の
意
味
の

晟
民
を
育
成
す
る
と
い
う
相
手
国
の
努
力

、

こ
う
い
う
風

匠
と
っ
て

い
ま
す

。

年
を
圃
場
に
下
ろ
し
て
日
本
式
炭
法
を
や
ら
し
た
の
で
す
が

、

具
体
的
な
例
陀
な
り
ま
す
が

、

農
業
技
術
協
力
を
評
価
す
る

場
合
に

、

究
協
力
で
あ
る

と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
場
合
で
も
、

当
時

は
そ
の
こ
と

あ
る
地
点
陀
イ
ン
パ

だ
ん
だ

ん
組
織
化
さ

や
は
り
私
は

、
農
民
は
藷
的
匠
ま
た

そ
れ
匠
力
を
貸
す
わ
け

私
が
ず

い
ぷ
ん
昔

に
、

相
手
国
か
ら
見
た
農
業
技
術
協
力
と
い

．
 

．
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な
い
で
し
よ
う
か
。
良
業
界
匠
お
い
て
は
な
ぜ
海
外
良
業
協
力
を
や
る
の
だ
と

、

吉
原
司
会
で
は
全
あ
こ
の
問
題
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
さ
し
よ
う
か
。

は
な
い
が

、
技
術
協
力
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

す
こ
と
で
し
ょ
。
そ
れ
で
当
初
は
金
を
注
ぎ
込
む
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
よ

。

ろ
が
そ
の
金
が
向
う
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
匠
よ
り
有
効
な
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
の
で
す
な
。

ャ
ル
プ
ラ
ン
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
資
金
援
助
が
与
え
ら
れ

、

そ
こ
に
訓
練
さ
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
力
ら
な
ん
で
す
ね

。
南
北
問
題
は
そ

う
い
う
マ
ン
パ
ワ

ー
が
南
の
固
々
に
育
っ
て
い
な
い
か
ら
難
し
い
の
で
す
な
。

だ
か
ら
南
北
問
題
の
一
番
難
か
し
い
点
が
媒
約
さ
れ
て
い
る
の
が

、

伴 司

会

え

え

。

吉
原

司
会

． ョ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
に
お
い
て

、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

援
助
と
い
う
こ
と
は
全
体
と
し
て
は
発
展
途
上
国
の
国
づ
く
り
匠
力
を
か

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

古
あ
こ
う
い
う
問
題
は
大
変
な
こ
と
で

、
殷
業
技
術
協
力
の
哲
学
と
い
う

ス
カ
ッ
と
頭
が

整

理
さ
れ

A
ば
い

A

の

で
す
け
れ
ど
ね
c

で
も
皆
意
見
は
あ

ま
り
違

っ
て
い
た
い
で
し
ょ
。

も
し
哲
学
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
ら
⑤
）の
日
本
染
業
と
の
関
連
も
大
切
で

そ
う
で
す
ね
、

け
れ
ば
な
ら
た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

く
り
と
で
も
い

A

ま
す
か

、
試
験
場
組
織
、

合
で
も
や
は
り
、

． 
マ
ー
シ

と
こ

普
及
組
織
な
ど
の
二
方
面
か
ら
の
ア

プ
ロ

ー
チ
匠
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

、
開
発
途
上
国
に
協
力
す
る
場

現
地
陀
即
し
た
研
究
と
い

A

を
す
か
適
応
試
験
と
い

A
ま
す
か

、

ま
た
そ
れ
を
将
及
す
る
組
織
づ
く
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
ま
ず
や
っ
て
行
か
な

伴オ
ー

ハ
ー
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
成
巧
し
た
の
は

我
田
引
水
で

足
利

明
治
以
来
の
日
本
の
炭
業
の
発
達
は

、
新
し
い
技
術
の
開
発
と

、
組
織
づ

援
助
と
い
う
の
は
全
て
そ
う
で
な
い
ん
で

す
か
。
向
う
の
行
政
を
テ
イ

ク

-..5 6一



国
際
庭
業
情
勢
が
書
か
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
し
て

、
そ
の
中
に
於
け
る

ば
B

B

C

や
ア
メ
リ
カ
に
な
る
と

、

状
、
方
向
を
頭
匠
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
先
進
国
例
ヘ

く

る
ほ
ど
陀
は

、

の
で
は
な
い
で
す
か
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
の
調
整
を
考
え
な
く
て

よ
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く

、

日
本
の
袋
政
立
案
の
際
に
は

、
海
外

の
庭
業
の
現

国
内
の
投
業
政
策
を
や
る

と
き
の
第
一

章
に

日
本
の
良
業
協
力
が
本
格
的
に
な
っ

て
い

な
い
の
だ

と
言
え
る

言

へ
な
い
の
が
現
状
で

、
む
し
ろ
こ
の
様
な

こ
と

が
現
実
問
題

と
し
て

あ
が
っ

て

や
は

り
一

概
に
は
言
え
な
い
ん
で

し
よ
う

ね
。
海

外
で
の
晨
業
開
発
協
力
が
日
本
の

股
業

と
競
合
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
一
概
陀
は

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、

吉
原

海
外

へ
の
茄
業
協
力
が
日
本
品
業
陀

と

っ
て
本
当
陀
マ

イ
ナ
ス

要
因
で
あ

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
非
常
に
大
へ
ん
な
ん
で
す
。

司
会

こ
れ
は
財
団
で
も
問
頌
匠
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
良
業
団
体
か
ら
の
協

産
た
つ

な
が
り

、
増
産
さ
れ
た
品
産
物
が
国
内
の
益
産
物

と
競
合

す
る
こ
と
も
あ

り
う
る
ん
で
す

ね
。

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
を
ス

ッ
キ
リ
さ
せ
な
い
と
協
力
の
姿
勢
が
と
か
く

匠
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
イ
な
ど
を
始
め
発
展
途
上
国
で
は
良
業
の
多
様

化
が
不
可

避
匠
な
っ

て
い

る
よ
う
で
す
し

、
ま
た
森
業
協
力
の
規
模
も
最
近
は
大
き
く
な
っ

ま
す
さ
す
こ
の
問
題
が
大
き
く
な
っ

て
き

て
い
る
と

思
い
ま

す
。

国
内
炉
業
と
の
調
整
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

、
品
業
協
力
事
業
に
本
格
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
六
ケ
敷
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。

成
陀
当
っ

て
国
際
的
観
点
が
必
要
な
所
以
の

一
端
も

こ
こ
に

あ
り
ま

し
ょ
c
,
0

力
を
得
る
と
い
う
点
で

、

日
本
品
業

の
生
産
の
再
綴

最
近
F

A

0

な
ど
の
場
匠
お
い

て
も
世
界
的
な
染
業
調
整

と
い
う
こ
と
が

問
題

ヘ

ッ。
ヒ
リ

腰
匠
な

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
＞

足
利
で
す
ね

。

そ
ん
な
こ
と
は
日
本
の

．晨
業
匠
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
だ
け
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る

ん

こ
れ
は

ひ
と
つ

足
利
さ

ん
陀
お
願
い
し
花
す

。

た
し
か

に
、
此
業
協
力
に

つ
い
て
は
多
か
れ
少
か
れ
そ
れ
が

足
産
物

の
増

． 
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伴

皆
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

化
と
い

A
ま
す
が
ワ
ン
マ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

の
重
要
性

と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

な
い
面
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
れ
は
相
手
国
の
経
済
の
発
展
段
階

と
関
連
す
る

発
計
画
匠
対
す
る
協
力

と
あ
り
ま
す
が

、

足
利

う
か
。

． 
こ
A

に
は
個
別
協
力
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力

、

ょ
け
れ
ば
次
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
さ
す
が
。

． 
地
城
開

司
会

⑤
の
問
題
が
途
中
入
り
を
し
た
が
こ
の
問
題
は
こ
れ
で
よ
ろ

し

い
で

し
ょ

通
整
理
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
花
す
。

な
っ
て
い
な
い
ん
で
す
が

、
資
金
協
力
で
す
と

、

足
利
の
と
り
組
み
方
が
問
題
に
な
る
ん
で
し
よ
う
ね
。

吉
原

日
本
の
晶
民
が
反
対
す
る
の
は
当
り
前
の
こ
と

で、

最
政
担
当
者
の
問
題

司
会
か

゜

協
力
の
規
模
も
大
ぎ
く

、

先
進
国
間
の
松
業
調
密
に
は
既
匠
火
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で

、
開
発
途
上
国
と

自
国
の
炭
業
の
位
置
づ
け
を
し
て

か
ら
戟
政
が
ス
ク

ー
ト

し
て
い
る
の
で
す
ね
。

日
本

で
も
い
ず
れ
は
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な

く

な
る
で
し
よ
う
ね
。

の
函
整
問
題
も
早
晩
必
ず
起
る
こ
と
で

、

す
る
か
」

藻

薬

技

術

協

力

の

方

向

そ
う
で
す
ね

、

面
的

「
海
外
設
業
協
力
は
日
本
註
業

と
競
合

と
い
う
こ
と
自
体
が
既
匠
存
立
す
る
命
題

で
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
す

ま
あ

こ
う
い
う
問
題
は
ま
だ
現
実
陀
な
っ

て
い
な
い

と
し
て

も
、
伝
民
の

問
で
な
ん

と
な
く
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
も
の
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
。
た
だ

：
；

技
術
協
力
は
現
状
で
は
い
わ
ば
点
の
協
力
に
す
ぎ
ず
競
合
は
ま
ず
問
題
に

と
な
り
ま
す
か
ら
競
合
が
あ
り
得
る
ん
で
す
ね
。

こ
う
い
う
点
で
は
な
ん
と
か
交

こ
う
い
う
方
向
た
行
く

と
は
い

A
切
れ

も
認
め
ら
れ

る
ん
で
す

よ
ね
。
た
っ
た

一
人

が
行
っ

て、

そ
れ
に
登
金
的
妬
も

、
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い
か
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、

物
的
匠
も
十
分
良
く
し

て
や
っ
て

、

て
や
っ
た

と
し
た
ら
立
派
な
仕
事
を
す
る
と
思
う
の
で
す
よ
0

仮
り
に
十
五
年
い

て
い
ろ
い
ろ
な

。
ハ
ク

ー
ン

が
で
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て

、
汽
力
が
あ
る
か

ら
大
型
。
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
や
れ
る
よ
う
に
な
る
、

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

と
思

ん
の

意
見
陀
費
成
で
ね
。
あ
く
ま
で
も
個
人
の
能
力
の
集
釈
で
し
か
な
い
わ
け
で

日
本
と
稲
作
は
疑
う
余
地
の
な
い
も
の
で

、

な
伝
統
的
な
水
田
地
帯
で
の
協
力
ば
か
り
で
た
く

、
他
の
分
野
で
の
協
力
が
求
め

ら
れ
て
来
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
よ

。

本
と
し
て
も
ど
う
し
て
も
稲
作
以
外
に
も
手
を
拡
げ
ざ
る
を
得
た
く
な
る
。

エ
ス
テ
ー
ト
の
方
へ
の
協
力
も
今
後
は
ど
う
し
て
も
必
要
匠
な
っ
て
き
ま
す
よ

。

こ
れ
ら
の
技
術
協
力
の
面
で
日
本
は
身
の
程
を

知
ら
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
を
や
ら
な
く
と
も
良
い
と
い
う
わ
け
忙
も

こ
れ
ら
技
術
協
力
の
ベ
ー
ス
陀
な
る
研
究
分
野

で
の

協
力
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
た
い
で
す
か
な

。
研
究
な
ど
は
ポ
ッ

は
一
次
産
品
開
発
協
力
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
キ
ャ
ッ
ジ

ラ
ン
ポ
ン
し
か
り
で
ナ
、
。
そ
う
す
れ
ば
日

後
も
協
力
の
中
心
匠
た
る
と
思
い
ま
す
た

。
し
か
し
、

き
る
分
野
が
多
い
ん
で
す
よ
ね

。

ュ
ク
ロ
ッ
プ

、
あ
る
い
は
こ
れ

こ
れ
か
ら
は
従
来
の
よ
う

の
方
向
と
い
う
の
は
で
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
な

。

た
だ
方
向
と
い
う
こ
と
匠
な
る
と

、
意
傍
す
る
し
な
い
陀
か

A
わ
ら
ず
、

今

日
本
は
な
ん
と
い
っ
た

っ
て
稲
作
匠
強
い
国
で

、
稲
作
で
は
教
え
る
こ
と
が
で つ

基
孫
的
な
こ
と
で
す
ね

。

す
よ
ね
。
だ
か
ら
個
人
の
活
動
の
物
的

、
籾
神
的
環
境
を
整
え
る
と

い
う
こ
と
は

吉

原

そ

う

で

す

ね

。
個

人
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
と
い
え
ば
僕
も
全
面
的
に
伴
さ

う

の
で
す
が
ね
。

向
と
か
、
大
型
化
な
ど

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

技
術
協
力
が
伸
び
る
に
つ
れ

魂
傾
け

て
や
る
こ
と
陀
は
偉
大
な
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
な

。

で
す
か
ら
こ
れ
は
傾

一
人
の
人
間
が
精

そ
の
人
が
立
派
な
人
で

｀

． 

． 
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か
な
こ
と
ま
で
実
施
設
計
で
決
め
て
や
っ
て
い
ま
す
が

、

足
利
渡
辺
吉
原

伴

． 
こ
ん
な
こ
と
が
い
い
た
く
て
テ
ー
マ
匠
あ
げ
た
ん
で
す
が
ね

。

「
将
能
陀
し
て

、
御
せ
ざ
れ
ば
勝
つ
」
と
い
う

諺
が
あ
る
よ
う
に
遠
く

と
か
い
わ
な
い
方
が
、

で
し
ょ
う

ね
。東

京
サ
イ
ド
と
原
地
サ
イ
ド

さ
き
程
伴
課
長
が
ご
提
案
さ
れ
た
東
京
サ
イ
ド
と
現
地
サ
イ
ド
に
つ
い
て

、

ん
で
す
た

。
雹
気
、

こ
う
い
う
難
か

し
い
教
室
で
は
う
ま

く
行
く
ん
だ
と

思
う

い
ち
い
ち
評
価
し
て
こ
れ
が
失
点
だ
と
か
た
ん

通
信
な
ど
は
教
室
を
設
定
し
て
そ
こ
で
教
え
る
ん
で
す
よ
。

舟
業
協
力
の
場
合
教
室
と
い
え
ば
コ
‘
‘
、

d

ニ
テ
ィ
ー

そ
の
も
の
な
ん
で
す
よ

。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
教
室
と
い
う
の
は
難
か
し
い
で
す
ね
。
我
々
の
と

は
全
く
異
竹
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
う
教
室
で
や
る
の
で
す
か
ら

。
僕
の
考
え

で
は

、
東
京
は
あ
ま
り
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
い
で
、

大
方
針
を
決
め
た
ら
そ
こ
の

ヘ
ッ
ド
の
人
選
を
慎
重
匠
や
っ
て
、

し
と
思
う
で
す
が
な

。
完
全
主
義
を

と
る
な
と
い
う
こ
と
で
す

。
六

十
点
な
ら
大

成
功
だ
と
い
う
く
ら
い
匠

し
て
、

の
で
す
。

問
題
で
す
よ
。

司
会

あ
と
は
そ
の
人
に
権
限
を
大
幅
匠
移
譲
す
ぺ

離
れ
て
い
れ
ば
そ
う
い
う
状
況
に
な
る
ん
で
す
よ
。

O

T

C

A

の
今
後
の
在
り
方
と
い
う
問
題
で
。

そ
う
で
す
な

。

私
も
全
く
同
感
で
す
な
。
プ
ロ
ジ

． こ
れ
は
大
き
な

ェ
ク
ト
協
力
な
ど
の
場
合
、
今
は
こ
ま

も
っ
と
現
地
に
行
く
専

股
業
技
術
協
力

は
宿
気

や
通
信
な
ど
と
は
異
質
な
協
力
で

、
教
室
が
な
い

私
は
ど
う
も
ま
だ
よ
く
意
味
が
の
み
込
め
な
い
の
で
す
が
。

ボ
ッ
の
ん
び
り
や
っ
て
い
て
は
だ
め
で
大
々
的
匹
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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ふ
ま
え
て

、

伴

ぃ
A

も
の
に
か
え
て
い
こ
う
と
思
う
の
で
す
が
。

い
ま

A

で
の
パ
ク
ー
ン
は
全
て
試
行
錨
誤
の
段
階
で
、

は
っ
き
り
し
た
ガ

こ
れ
ら
の
も
の
を

て
く
れ

A
ば
我
々
と
し
て
は
非
常
に
や
り
や
す
い
ん
で
す
が
ね
。

更
で
き
る
ん
で
す
か
ら

、
今
後
や
は
り
海
外
の
事
業
匠
お
い
て
も
そ
の
よ
う
に
し

ね
。
そ
れ
な
の
に
予
算
は
ほ
と
ん
ど
変
更
で
き
ず

、

認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
ん
で
す
。

な
に
し
ろ
今
は

東
京
で

こ
う
ギ
ッ
チ
リ

据
っ
て
い
る
と
い
う
型
匠
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す

。
プ
ロ
．
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

計
画
を
立

て
て
み
て
も
、

最
初
の
予
定
ど
お
り
行
く

こ
と
な
ど
ま
ず
な
い
ん
で
す

わ
ず
か
匠
値
上
り
分
程
度
が

こ
れ
が
国
内
の

平
業

で
す
と
比
較
的
楽
匠
変

予
算
匠
強
く
左
右
さ
れ
て
含
て
し
古
う
も
の
で
す
か
ら

、

吉
原
理
事
な
ど
が
お
っ
し
や
ら
れ
る
よ
う
匠

し
た
い
の
で
す
が

、

渡
辺

実
務
を
担
当
し
て
い
る
者
か
ら
い
わ
せ
て
も
ら
え
ば
伴
課

長
、

＼
な
と

思
う
ん
で
す
が
ね
。

ん
匠

頼
み
、

こ
う
い
う
こ
と
も
つ
き
つ
め
て
い
け
ば
予
算
の
編
成
方

法
に
も
関
係
し
て
く
る
ん

で
す
よ
ね

。

で
な
け
れ
ば
現
地
の
専
門
家
は
相
手
国
か
ら
尊
敬

さ
れ
な
い
で
し
よ
う
な
。

た
＜

、

吉
原

も
っ
と
ル

ー
ズ
な
予
箕
編
成
に
た

ら
な
け
れ
ば
ね
。

足
利
課
長

、

か
な
り
し
っ
か
り
し
た
計
画
を
持
っ

て
い
て

、
で
も

A

さ
ん
が

0

k

し
た
ら
日
本
か
ら
物
も
全
も
人
も
来
る

と
い
う
よ
う
A

さ

現
地
の
結
果
を
と
っ
ち
が
極
カ
フ
ォ
ロ

ー
し
て
や
る
こ
と
ま
で
し
た
ら
い

私
た
ん
か
も
う

一
歩
進
め
て

、

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
ね
。

持
つ
必
然
的
性
格
上

、

な
り
と
い
え
ど
も
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ

計
画
性
が
非
常
匠
尊
ば
れ
た
の
で
す
な
C

で
す
よ
。

ま
あ
こ
れ
は
私
の
推
測
で
す
け
れ
ど
ね
。

O

T

C

A

の
中
で
特
に
長
業
協
力
部
で
は
比
較
的

、

門
家
の
自
主
的
裁
量
の
余
地
を
多
く
し
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
な
。

過
去
妃
お
い

て
専
門

家
を
マ
ネ

ー
ジ
す
る
と
い
う
印
象
を
与
え
た
ん
で
は
な
い
か
と
い
う

気
が
す
る
ん

．
 現

地
の
専
門
家
匹
フ
リ

ー
に
や
ら
せ
る
だ
け
で

こ
れ
は
あ
る

程
度
必
然
的
な

と
い
う
の
は
い
ま
ヽ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
小

ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。 ． 
イ
ン
フ
ラ
の
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う
か
る
で

し
よ

う
が
現
地
も

よ
く

な
る
ん
で
す
よ
。

い
て

、

．
 

吉
原

伴
さ
ん
ど

う
で
す
か
ね
。
例
え
ば
あ
る

一
社
が
他
業
開
発
協
力
を
や
っ

て

い
も
の
か
と
思
う
ん
で
す
が
ね
。

な
ん
か
こ
う
政
府
と
民
間
が

、

．
 

こ
れ

ら

こ
で
次
の
民
間
協
力
匠
つ
い
て
で
す
が

、
②
）
と
③
）を
ひ
っ
く
る
め
ま
し

て
進
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
政
府

と
民
間
の
協
力
体
制

、
技
術
者
は
政
府
で
派
逍
す
る

な
ど
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
そ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
。

い
か
ゞ
で
し
よ
う

な
ん
で
す
よ
ね
。
政
府
の
や
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

的
な
こ
と
や
普
及
ま
で
民
間

で
非
常
に
苦
労
し
て

や
っ

て
い
る
ん
で

す

ね
。
供
業

教
育
な
ど
も
う
か
ら
な
い
だ
け
に

、
向
う
で
の
受
け
は
非
常
匠
い

A

の
で
す
ね
。

こ
の
会
社
が

こ
ん

な
こ
と

を
し
て
く
れ
て
い
る
と
す

ぐ
評
判
匠
な

り

ま
す
が
ね
。

私
ど
も
は

、

先

匠

か

゜
司
会

~
・
△

ヽ

カ
カ

吉
原

こ
う
い
う
面

で
う
ま
く
協
力
で

き

な

研
究
活
動
も
普
及
活
動
も
必
要
だ
と
い
う
埠
合
で
す
ね

、

勿
論
会
社
は
も

こ

の
よ
う
な
場
合

、

研
究

「
民
問
協
力
は
も
う
か
る
か
」
と
し
た
の
は
民
間
協
力
は
非
常
匠
大

へ
ん

大
変
匠
い

A
ご

意

見

が

で
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ

民

間

協

力

に

つ

い

て

い
ま

A

で
既
匠
技
術
協
力
を
執
行
す
る
予
算
形
態

、

い
て
は
問
題
は
ほ
ゞ
出
つ

く
し

て
い
る
ん
で

、

か
な
か
自
由

vc
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

渡

辺

現
在

、
現
地
で
の
業
務
骰

っ
て
い
ま
す
が
ね

。

イ
ド
ラ
イ
ン
を
持
ち

、
そ
れ
匠
従
っ
て
予
算
の
た
て
方

も
変
え

て
い
き

た
い
と

思

執
行
方
法
な
ど
に
つ

こ
れ
ら
を
ど

う
実
現
さ
せ

て
い
く

今
後
我
々
関
係
者
の
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ

ろ
で

し
よ
う
な
。

つ
を
と
っ
て
み
て
も
そ
う
な
ん
で
す
が

、
な
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こ
れ
は
政
府
ベ
ー
ス

の
技
術
協
力
だ
け

で
は
で

き
た

い
ん
で
す
よ
ね

。
政
府
の

ば
、
ど
ん
な
匠
作
る
技
術
を
教
え
て
も
な
ん
た
も
た
ら
な
い
で
す
か
ら
ね

。

す
い
よ
う
に
考
え
た
方
が
い

A

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
思
い
つ
き
で
す
け
れ
ど
も

ね
、
碁
金
の
中
に
ア
ジ
欽
で
は
た
い
で
す

け
れ
ど

爽
業
特

別
基
金
と
い
う
の
を
つ

く
っ
た
ら
ど
う
か
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
が
ね

。
極
め

て
長
期
低
利
に
融
資
す
る

な
ど
し
な
い
と
な
か
な
か
民
間
協
力
は
難
か
し
い
で
し
よ
う
な
。

吉
原

民
間
協
力
は
可
能
か

と
あ
り
ま
す
が
、

る
か
ら
い
う
わ
け
で
は
た
い
で
す
が

、

ャ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ッ
プ
に
傾
斜
し
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
ん
で
す

。
そ
う
す
れ

ば
、
作
る
こ
と
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
売
り
方
も
教
え
る
と
い
う
こ
と

匠
な
り
さ
す
。

と
い
う
こ
と
は
売
っ
て
そ
れ
で
所
得
を
向
上
さ
せ
る
の
で
な
け
れ

な
れ
ば
鼠
業
協
力
は
閉
発
輸
入
だ
ろ
う
と
思

9
ん
で
す
よ

。
楳
業
協

力
の
中
に
当

然
院
発
輸
入
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
ん
で
す
よ

。

こ
れ
か
ら
は
ど
う
し
て
も
良
業
開
発
は
キ

一
次
産
品

開
発
輸

入
を
や
っ
て
い

は
た
し
か
陀
多
い
で
す
よ

。
民
間
の

虻
業
協
力
匠
つ
い
て
は
も
う
す
こ
し
や
り
や

業
協
力
の
平
例
も
現
在
は
非
常
に
少
い
で
す
ね

。
そ
れ
に
比
ぺ
林
業
水
産
の
事
例

足

利

む

ろ

ん

民

間

殿
業
協
力
は

も
う
か
ら
ん
と
思
い
ま
す

。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
巖

よ
う
な

気

が
す
る
ん
で
す
が
。

れ
ば
、

役
所
で
は
お
そ

ら
く
係
長
の
机
の
中
に

書
類
が
入
っ
た
ま

A

出
て
こ
な
い

吉
原

研
究
や
普
及
は
政
府
が
や
っ
て
も
よ
さ
そ
う
だ
と
言
わ
れ

A
ば
た
し
か
に
そ
の
よ

う
な
気
も
す
る
の
で
す
が
ね
。
た
だ
し
日
本
の
体
質
と
し
て

A
社
だ
け
が
や
る
楊

合
、
た

と
え
現
地
の
開
発
匠
は
な
っ
て
も
そ
の
結
果
と
し
て

A

社
も
も
う
か
る
場

合
、
政
府
は
す
ん
な
り
協
力
で
き
な
い
で
し
よ
う
な
。

伴

経
済
協
力
審
議
会
で
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
固
く
な
ら
ん
で
や
れ

と
い
っ
て
い
を
す
が

。

そ
う
た
ら
い

A

ん
で
す
が
。
そ
う
は
言
い
な
が
ら

、
今
ま
で
の
例
か
ら
す

．
 

． 
こ
う
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慮
し
て
や
っ
て
お
ら
れ
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

司
会

こ
れ
は
よ
い
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
既
尻
政
府
が
民
闇
の
こ
と
を
大
変
考

吉
原

合
せ
を
し
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
ね

。
特
に

一
次
産
品
輸
入

事
業
は

、

匠
あ
る
、
ミ
ッ
．
n
ロ
ウ
さ
ん
と
関

係
す
る
の
で
、

話
し
合
い
は
し
て
い
る
の
で
す

。

ま
だ

話
し
が
煮
つ
ま
ら
な
い
の
で
す
よ

。
た
だ
東
部
ジ
ャ
ワ
の
技
術
協
力
方
式
を

ラ
ン
ポ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
陀
つ
い
て
は
大
き
な
方
針
な
ど
に
つ
い
て
打
ち

そ
の
ま
ゞ
持
ち
こ
む
こ
と
は
こ
の
注
し
く
た
い
と
い
う
こ
と
匠
な

っ
て
い
ま
す
が
、

我
々
と
し
て
は
出
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ
て
一
応
姿
勢
だ
け
は
整
え

て
い
る
つ
も
り
な
ん
で
す
よ

。

司
会

非
常
陀
非
能
率
妃
な
る
ん
で
す
よ
ね
。

． 

い
や
も
う

民
間
は
民
間
自
身

で
そ
れ
ぞ
れ

や

っ
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、

足

利

え

え
。

る
と
か

。

司
会

足
利

司
会

あ
ち
ら

例
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
い
ヽ
品
種
を
作
る
と
か

、
病
気
の
対
策
を
考
え

に
ウ
ェ
イ
ト
を

置
い
た
ら
い

A

の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
ね

。

で
き
な
い
で
し
ょ
う
ね

。
そ
こ
で

角
業
協

力
の
一

つ
の
当

然

の
手
段
と
し
て
民
間

に
よ
る

良
産
物
の
輪
入
と
い
う
こ
と
は
、
政
府
が

茄
業
協

力
を
や
る
以
上
そ
こ
ま

で
手
段
を
整
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
す
ぺ
き
こ
と
で
し
よ
う
な

。
だ
か

ら
民
間
協
力

当
然
必
要
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

。

ろ
な
と
こ
ろ
が
で
て
い
る
の
で
す
ね

。
今
度
政
府

で
農
業

セ
ン
ク
ー
だ
と
か
、

及
活
動
事
業

ク
ニ
マ
ー
ル
を
や
る

場
合

、

い
る
こ
と
な
ん
で
し
よ
う
ね

。

普

民
間
と
の
協
力
の
こ
と
も
当
然
考
え
て

セ
ン
ク

ー

の
機
能
と
し

て
民
間
活
動
に
対
す
る
情
報
提
供
な
ど
情
報
活
動

な
る
ほ
ど
c

さ
し

当
た

っ
て
ラ
ン
ポ
ン
あ
た
り
が
一
社
で
な
く
て
い
ろ
い

は
可
能
か
で
は
な
く

、

資
金
協
力
を
加
え
た
だ
け
で
も
で
き
な
い
で
す
。

当
然
民
間
の
協
力
が
な
け
れ
ば
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吉
原
伴 が

高
く
な
く
て

、

吉
原
石
黙
吉
原
本
当
匠
な
い
で
す
よ
ね
。

う
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
す
か

。

伴 を
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
民
間
の
声
は
多
い
の
で
す
か

。

渡

辺

な

ん

で

す

か
、

伴
気
ぬ
け
が
し
ま
す
な
I
J

司
会

足
利

O

T

C

A

は
政
府
の
金
を
使
っ
て
い
る
が

、
政
府
各
省
と
ち
が
っ
て
敷
居

う
ま
く
い
け
ば

、

ス
ト
ケ
ー
ス
匠
な
る
ん
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

吉
原
私
ど
も
が
外
務
省
の
了
承
を
得
て
財
団
に
委
託
し
た

計
画
に
関
す
る
調
査
研
究
」

事
業
も
、

―
つ
の
場
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

し
ま
せ
ん
な
。

（一

同
大
笑
い
）

と

っ
ち
め
て
や
ろ
う
と
い
う
党
悟

で
き
た
ん
で
す
よ
。

吉
原

こ
れ
は
た
く
さ
ん

話
が
く
る
と
思
い
ま
す
ね

。

わ
り
合
い
な
い
で
す
よ
。

私
ど
も
の
方
へ
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
来
る
ん
で
す
よ
。

を
多
少
と
も
つ
ん
で
く
れ
ば

、

く
る
で
し
よ
う
ね
3

今
の
と
こ
ろ
、
ヽ
ヽ
ツ
ゴ
ロ
ウ
ぐ
ら
い
で
す
よ
。

言

っ
て
こ
な
い
で
す
よ

。
ま
あ
ボ
ッ
ポ
ッ
と
い

も
う
か
る
も
う
か
ら
な
い
は
別
と
し
て
、

い
や

本
気

な
ん
で
す
よ

。
今
日
は
ひ
と
つ
こ
の
点
だ
け
で
も
吉
原
理
事
を

こ
う
い
う
こ
と

政
府
の

金
だ
け
れ
ど
も
民
間
匠

協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う
実

結

O

T

C

A

と
い
う
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
利
用
価
樅
が
あ
る
ぞ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て

、
ち
ょ
っ
と
頼
み
に
行
っ
た
ら

、
だ
い
た
い
筋
の
通
っ
た
専
門
家
の
派

い
や
中
田
さ
ん
の

顔
を
見
て
も
ど
う
も
民
間
の
代
表
と
い
う
よ
う
な
気
が

感
じ
も
し
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
ね
。

司
会

い
や

、
私
ど
も
財
団
の
立
場
か
ら
す
る
と

、
民
間
の
代
表
と
い
う
よ
う
な

． 
ラ
ン
ポ
ン
開
発
は
政
府

、

そ
の
と
と
の
可
能
性
を
具
体
的
に
探
ぐ
る

「
ラ

ン
ポ
ン
州
開
発

民
間
の
一
体
的
な
協
力
の
テ

． 
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司
会

ち
ょ
う
ど
民
間
の
要
望
が
非
常
に
強
く

、
今
度
財
団
は
、
外
務
省
の
予
算
、

ー

民
闇
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
て
財
団
は
何
を
な
す
べ
き
か

司
会
局
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
書
い

て
あ
っ
た
で
す
ね

。

匹
食
粗
輸
入
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
消
致
者
側
に
た
っ
た
農
林
行
政
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ

渡

辺

今

朝

の

新

聞

で

し

た

が

、

政
策
目
標
を
掲
げ
た
疱
板
が
あ
る
だ
け
で
行
政
実
体
が
な
い
ん
で
す
な
。

策
目
摂
は
あ
る
ん
で
す
が

、

く
れ
る
と
い

A
ん
で
す
が
ね
。

吉

原

そ

う

だ

ろ

う

た

。
そ
れ
か
ら
ね
、
船
林
省
で
一
次
産
品
の
こ
と
を
や
つ
て

っ
か
な
び
っ
く
り
の
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が

、

ら
民
間
は
あ
ま
り
意
慾
が
な
い
ん
だ
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。
た
し
か
妬
お

垢
所
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ

。
幸
い
に
し
て
財

同
へ
行
け
ば
な
ん
か
手
が
か
り
が

あ
り
そ
う
だ
と
い
う
の
で

、

っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。

流
通
局
を
つ

く

っ
て
い
ま

A

で
は
生

産
者
側
匠
立

っ
た
農
林
行
政
だ
っ
た
の
を

、

石
黙
ま
す
。

足
利

． で
は
こ
の
問
題
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
次
を
お
願
い
し
ま
す

。

万
で
す
か
ら
ね
。

． 
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
担
当
す
る
部

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
農
林
省
に
食
品

そ
の
目
棟
を
受
け
た
行
政
体
系
が
な
い
ん
で
す
よ
。

一
次
産
品
は
通
産
省
だ
と
い

A
ま
す
が

、
実
は
や

な
陀
し
ろ
い
ま

A

で
は

O

T

C

A

も
役
所
と
同
じ
で
し
ょ
。

農
林
省
で
は
今
ま
ま
で
開
発
輸
入
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
必
ず
し
も

は
っ
き
り
し
て
い
な
い

。
こ
れ
は
早

急
に
改
善

さ
れ
な
き
ゃ
な
ら
ん
と
思

っ
て
い

い
ろ
い
ろ
く
る
ん
で
す
よ
ね
＞

私
の
見
る
限
り
で
は

、

い
ま

A

で
民
間
か
ら
政
府
ベ
ー
ス
の
方
へ
あ
ま
り
相
談
が
こ
た
い
。
だ
か

こ
れ
は
大
変
た
も
ん
で
す
よ

、

遣
を
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
よ
う
陀
ね
。

一
次
産
品
開
発
輸
入
と
い
う
政

い
古

A

で
民
間
が
話
を
も
ち
込
む

民
間
が
事
業
を
や
る
場
合
陀
。

一
人
の
専
門
家
の
派
逍
で
も
年
間
何
百
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吉
原

僕
な
ん
か
思
う
ん
で
す
が
ね
。
農
林
省
た
ど
も
う
少

し
脱
皮

し
た
ら

、
相

匠
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

司
会

た
と
え
ば

、
落
花
生

、
大

豆
の
収
稜
機
の
本
当
の
再
門
家
は
政
府

ベ
ー
ス

が
で
き
れ
ば
非
常
に
い

A
ん
で
す
な

。

指
導
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

豆
と
落
花
生
の
収
稜
様
に
つ
い

て
の
指
導
チ

ー

ム
の
派
遣
を

、

ジ
の

機
械
化
の
能
率
を
あ
げ
る
た
め
の
指
導

チ
ー
ム

の
派
遣
を

、
伊
藤
忠
か
ら
は

械
械
化
体
系
確
立
の
た
め
の
チ

ー

ム
の
派
逍
を
要
請
さ
れ
て

い
る

わ
け
で
す
。
財

団
は
民
間
に
対
す
る
技
術
の
バ

ア

ッ
ク
ア
ッ
プ

が
で
き

る
の

で
は
な
い
か

と
思
っ

て
い

る
ん
で
す
が
ね
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
が
出
せ

た
い
ん
で

す
よ
ね
。

た
と
え
ば
｀

三
月
に
二

十
五
日
間

ま
た

ト
ウ
モ
ロ
コ

こ
う
い
う
要
塑
が
か
な

り
き
て
い
る
ん
で
す
ね

。
O
T
C
A

民
間
の
方
は
何
に
も
な

く
て

分
は

O

T

C

A

が
や

っ
て

や
る

と
い
う
こ
と

ホ
、
今
後
余
力
が
あ
れ
ば
考
え
た

い

て、

そ
れ
匠
政
府
の
役

人
を
派
遣

で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

が
ね
。

こ

の
点
が

財
団
の
ネ

ッ
ク

な
ん
で
す
よ

ね
。
財
団

で
政
府

の
現
職
を
派
遣
す
る

こ
と

当
道
が
開
け
る
ん
で
す
よ
ね

。
財
同
か

ら
政

府
の

人
を
出
し
た
っ
て
ち
っ
と
も
お

か
し
い
こ
と
は

な
い
で

す
よ

。
そ
れ

し
か
人
が

い
な
い
ん

だ
か
ら
。

ま
た
そ
の
仕

事
が
開
発
輸
入
と
し

て
意
味
が
あ
る

ん
な
ら

い
A

の
で
は
な
い
で
す
か
ね
。
民
間

の
仕
事
だ

か
ら

放
っ

て
お
け

と
い
う

た
ら
別
で
す
が
ね

。

吉

原

ウ

チ

の

方
で
と
る
と
い
っ
た
ら
お
か

し

い
の

で
、
財
団
が
予
算
を
要
求
し

と
思

っ
て

い
る
く
ら
い
で

す
か
ら
ね

。
だ
か

ら
巡
回
指
導
を
し
た
っ
て

。

伴

考
え
方

に
よ
る

と
思
い
ま
す
よ
。
民
間
の
協
力
事
業
が
あ
っ

て、

を
出
す
予
算
を
要
求
し
た
ら

お
こ

ら
れ
ま
す
か
ね

、

非
常
に
苦

し
ん
で
い
る
ん
で

す

よ
。

の
方
は
い
ろ
い
ろ

巡
回
指
導
を
や
っ

て
い
さ
す

が
、

巡
回
指
導
と
い
う
予
箕
が
あ
る
ん
で
す
が

、

． 

伴
さ

ん
。

こ
の
部

吉
原

純
然

た
る

民
間
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
陀

O

T

C

A

の
方

か
ら

巡
回
指
導

チ
ー
ム

ミ
ッ
ゴ
ロ
ウ
か
ら
は
大

そ
れ
で
四
人

｀

． 
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伴

． 

． 

だ

か

ら

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

で

も

の

す

ご

い

感

違

い

を

し

て

い

る

ん

で

す

よ

。

日

本

で

言

え

ば

私

立

短

大

で

す

よ

、

南

大

学

に

併

設

さ

れ

て

い

る

技

術

専

門

学

校

と

し

て

の

、

吉

原

明

ら

か

に

う

ち

は

私

立

財

団

に

対

し

＇

て

も

一

億

余

り

の

資

材

を

送

っ

て

、

嶺

伴

あ

A
そ

う

で

し

た

か

な

。

体

は

明

ら

か

に

民

間

財

団

で

し

ょ

。

吉

原

そ

う

い

え

ば

確

か

陀

棘

国

の

大

邸

の

工

業

技

術

訓

練

セ

ン

ク

ー

の

経

営

主

を

い

っ

て

は

な

ら

な

い

ん

で

す

よ

。

技

術

協

力

は

同

へ

行

く

ん

で

あ

っ

て

、

向

ぅ

送

り

出

さ

た

い

と

こ

ろ

は

し

よ

う

が

な

い

で

す

が

、

の

回

全

休

の

笠

の

向

上

が

目

的

な

ん

で

、

し

て

く

れ

と

い

う

話

が

あ

り

ま

し

た

。

あ

れ

は

C

こ

の

訓

練

セ

ン

ク

ー

を

日

本

の

方

か

ら

そ

ん

な

こ

と

イ

ン

ド

み

た

い

尻

政

府

職

且

だ

け

し

か

こ

の

間

ア

ジ

ア

弧

児

福

祉

教

育

財

団

で

こ

れ

は

民

間

事

業

で

す

が

何

と

か

で

き

た

僕

は

医

者

の

方

は

結

構

で

す

と

言

っ

て

あ

る

ん

で

す

よ

ね

。

こ

れ

は

大

間

違

い

で

ね

、

政

府

の

職

員

を

レ

ベ

ル

ア

ッ

プ

さ

せ

る

だ

け

が

技

術

協

力

で

は

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

そ

の

現

地

法

人

で

民

間

で

あ

っ

て

も

か

ま

わ

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

立

で

な

け

れ

ば

な

ら

ん

と

い

う

よ

う

な

こ

と

は

な

い

ん

で

す

よ

e
農

場

が

染

林

省

直

営

で

な

け

れ

ば

な

ら

ん

こ

と

は

な

い

で

す

よ

。

援

助

し

て

い

る

ん

で

す

ね

。

だ

か

ら

こ

う

考

え

て

み

る

と

結

構

民

間

の

仕

卒

匠

協

力

し

て

い

る

ん

で

す

よ

ね

。

古

い

職

員

が

。

政

府

間

の

国

際

約

束

妬

碁

づ

く

と

団

法

に

相

い

て

あ

る

こ

と

に

つ

の

瞭

員

が

優

先

だ

と

考

え

て

い

る

ん

で

す

よ

ね

。

い

る

ん

で

す

よ

。

海

外

か

ら

の

研

修

員

の

受

け

入

れ

に

つ

い

て

も

、

向

う

の

政

府

伴

な

に

も

病

院

が

国

僕

は

ね

技

術

協

力

で

も

O

T

O

A
の

古

い

人

た

ち

は

錯

党

し

て

い

る

と

思

っ

て

吉

原

そ

う

ね

。

い

も

の

か

と

考

え

て

い

ま

す

。

弧

児

お

よ

び

母

子

の

教

育

の

た

め

農

場

を

つ

く

る

の

で

そ

こ

に

、

専

門

家

を

派

逍

足

利

話

は

ち

ょ

っ

と

ち

が

い

ま

す

が

、
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司
会
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け
で
す
よ
ね

』

吉
原

だ
か
ら
O

T

C

A

が
巡
回
指
導
班
を
送
っ

て
、
行
ぎ
先
は
日
本
の
合
併
企

司
会

吉
原
伴

そ
う
で
す
。

た
だ
そ
ん
な
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
で
、
、
ど
う
せ
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て

も
だ
め
だ
ろ
う

と
思
っ

て
知
恵
を
働
か
さ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
な
。
そ
れ
は
あ
り

得
る
ん
で
す
よ
ね
。

な
る
ほ
ど
ね

。

ぁ
A

な
る
ほ
ど
ね
3

の
政
府
が
言
っ

て
く
れ
ば

、

卜
陀

巡
回
指
導
班
を
送
っ

て
く
れ
と
、
，
0

T

C

A

ベ
ー

ス
で
送
っ
て
く
れ
と
向
う

吉

原

だ

か
ら
ね

、

こ

っ
ち
は
受
け
る
素
地
が
あ
る
と

言
う
わ
け
で
す
な

。

極
論

で
な
く
た
と
え
ば

あ
る
商
社
の
や
っ

て
い
る
エ
ス
テ

ー

の
製
鉄
所
に
こ
ち
ら
が
人
を
出
し
た
っ
て
構
わ
な
い
の
で
す
よ
。

府
間
の
国
際
約
束
に
碁
づ

く
」

と
あ
っ

て
も
話
し
合
い
だ
け
を
政
府
間
で
や
れ
と

い
う
こ
と
で

、
そ
の
対
象
は
民
間
で
も
い

A

の
で
す
よ

。
た
と
え
ば
向
う
の
民
営

て
も
、

日
本
側
か
ら
秒
極
的
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
も

い
＼
の
で
す
よ
。

だ
か
ら
こ
の
二
つ
の
点
で
錯
党
し
て
い
る
ん
で
す
。

ょ
。
申
し
込
み
と
承
諾
が
ど
ち
ら
が
先
き

で
も
い

A
ん
で
す
よ

。

何
々
し
た
ら
ど
う
で
す
か
と

言
っ

て
も

構
わ
な
い
ん
で
す
よ
。

ま
た

「
政

と
あ
っ

ま
た
要
請
ベ
ー
ス
と
あ
り
ま
す
が
、

日
本
側
か
ら

、

し
て
い
た
だ
き
ま
し
よ
う
と
い
う
話
を
政
府
同
志
で
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て、

援
助
の
対
象
と
は
全
く
違
う
の
て

す
よ

。

こ
れ
も
向
う
か
ら
の

要
請
だ

け
だ

と
思
っ
て
い
た

ら
間
違

い
で
、

立
つ
し
か
で
き
な
い
ん
だ

と
い
う

風
に
思
っ

て
い
る
職

員
が
大
多
数

で
す
よ

。
要

請
ベ

ー
ス
と
い
う

の
は
日
本
が
ヘ

ょ
け
い
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
姿
勢

で
や
っ
て
お
っ
た
だ
け
の
こ
と
な
ん
で
す

い
て

誤
解
し
て
い
る

の
で
す
よ

。

．
 

O

T

O

A

は
受
て

ッ
ピ
リ
腰
の
時
代
に

、
向
う
か
ら
こ
な
け
れ
ば

「
要
請
ベ

ー

ス
」

こ
れ
は
向
う

が
お
願
い

し
ま
す

。

日
本
が
や
ら

． 
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伴 思
い
ま
す
。． 

固
い
こ
と
を
い
わ
ず
に

、

こ
れ
は
先
き
ほ
ど
中
田
さ
ん
が
言
わ
れ
た
財
団

で
政
府
ベ

ー

ス
の
人
を
派

遮
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
す
が
ね
。
そ
れ
は
そ
れ
で
農
林
省
が
そ
う

そ
ろ
そ
ろ
財
団
に
道
を
開
い
た
ら
ど
う
で
す
か
。

（
一
同
笑
い
）

し
ま
す
。
次
は
⑥
と
⑦
で
す
が
R
を
踏
ま
え

て
⑦
）を
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い

と

専
問

家
ま
た
は
専
門
家
チ
ー
ム
の
派
遣
体
制
づ
く
り
は

こ
れ
て
よ
い
か

。
財
団
の
あ
り
方

家

チ
ー
ム
の
旅
遣
体
制
づ
く
り
を
仕
事
と
し
て
い
る
わ
け
で
す

。
財
団

は
政
府
ベ

ー

ス
と
民
問
ペ

ー

ス
に
だ
い
た
い

半
々

く
ら
い
人
を
推
煎
し
て
い
る
わ
け
で
す
が

、

財
団
は
技
術
者
を
集
め
て
い
わ
ば
混
成
部
隊
を
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
最
近

派
逍
の
母
体
づ

く
り
と
い
う
こ
と
が
た
ん
と
な
く

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
研
究
協
力
は
ど
う
も
擬

業
技
術
研
究
所
あ
た
り
が
母
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
ど
う
も

母
体
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
向
う
へ
行
っ
て
み
て
の
感
じ
で
も
ス
ッ
キ

リ
し
て
い
る
よ
う
で

、
混
成
部
隊
は

ょ
せ
集
め
な
も
の
で
す
か
ら
ど
う
も
問
題
が

あ
る
よ
う
陀
思
え
る
の
で
す
。

が
責
任

を
も
っ
と
い
う
よ
う
に
な
i二
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
が

、

は
ま
だ
そ
こ
在
で
い
っ

て
い
ま
せ
ん

。

こ
の
よ
う
な

こ
と
匠
つ
い
て
財
団
に
対

し

て
ご
意
見
な

り
ご
忠
告
を
受
け
た
ま
わ
り
た
い
と
思
い
さ
す

J

ク
イ
の
養
蚕
開
発
は
蚕
業
試
験
場
が

、

司
会

こ

れ

は

財

団

の

あ

り

方

陀

つ

い

て

で

す

が

、
財
団
は

専
門
家
ま
た
は
専
門

司
会

吉
原

． 

ア
メ
リ
カ
で
は
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
あ
る
大
学

中
田
さ

ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
派
遣
母
体
づ
く
り

と
い

う
こ
と
は

僕
の
持

も
う
だ
い
ぶ
時
間
も
た
ち

ま
し
た
が

、

日
本

あ
と
二
十
分
ほ
ど
お
ね
が
い
い
た
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だ
け
の
汽
金
的
う
ら
ず
け
や
体
系
が
な
く
て

、

吉

原

ま

だ

日
本
の
現
状
で
は

石
黒

プ
ヽ

い
点
は
競
争
原
理
が
働
か
な
い
こ

と
な
ん
で
す
よ

。

学
は
名
営
匠

か
け
て
い

A
か
げ
ん
匠
し
な
い
わ
け
で
す
よ
0

伴

贅
材
供
与
は
ち

ょ
っ
と
問
題
が
あ
り
ま
す
が
ね

。

一
同

つ
の
大
学
な
り
方
ん
た
り
が

派
造
母

体
に
な
る

こ
っ
ち
は
ど
こ
ど
こ
の
研

究
所
が
や
っ

て
い
る

O

T

C

A

の
一
番
悪

こ
う
な
れ
ば

、
福
島
大

論
な
ん

で
す
。

技
術
協
力
が

こ
れ
か
ら
更
に
拡
充
さ
れ

て
く
れ

ば
、
聖
徳
太
子
の

よ
う

な
人
が
理
事
長
に
な
っ
た
と
し

て
も
う
ま

く
い
か

な
い
で
す
よ
。

い
ず
れ
は

姉
妹
校
コ

ー
ス

的
な
方
向
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

と
思
っ

て
い
る

こ
と
で

福
島
大
学
が
引
き
受

け
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
よ

。
後
任
者
に

つ
い
て
も

こ
れ
は
福
島
大
学
の
人
事
匠
も
う
組
み
込
ま
れ

て
い

る
ん
で
す
。

資
材
供
与
ま
で

ま
か
せ
て
は
と
い
う
声
も
あ
る
ん
で
す
よ

。

な
る
ほ
ど
ね
。

こ

っ
ち
は
農
大
グ
ル

ー
プ
、

と
い
う
よ
う
匠
な
れ
ば

、

顆
も
な

く
、

ん
で
す
よ
。

ん
で
す

。
た

と
え
ば
、 ．
 

こ
っ
ち
は

福
島
大
学
グ
ル

ー

比
較
検
討
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。

混
成
部
隊
の
幣
害
も
な

く

な
る
ん
で
す
よ
。

い
っ
そ

の
こ
と

こ
う
な
れ

ば
後
任
の
問

私
は
ね

、
農
業
の
場
合
は

ど
う
し
て
も

混
成
匠
な

ら
ざ
る
を
得
な

く
な
る

と
思
う
の
で
す
。
そ
の
場
合
財
団

が
母
体
匠
な

れ
ば
い

A
と
思
う
の
で
す
が
ね
。

そ
の
た
め
に
は
派
述
体
制
の
一
環
に
組
み

こ
ま
れ

て
ご
相
談
匠
あ
づ
か
っ
て
い
た

だ
け
る
と
非
常
に
い

A

の
で
す
が
ね
。
た
と
え
ば
つ
ぎ
は
ど
う
い
う
段
階
だ
か
ら

ど
う
い
う
人
を

送
り
た
い
の
だ

と
い
う
こ
と

を
前
も
っ

て
知
り
得
る
な

ら
ば
、

遣
す
る
場
合
に
も
後
任
の

人
と
十

分
な
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
任

の
人
も
十
分
な
準
備
が

で
ぎ
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
そ
の
も
の
に
も
い
＼
と
思
う
の
で
す

が
。
だ
か
ら
混
成
部
隊
が
な
く
な
る
わ
け
で
す
よ

。
財
団
が
母
体
陀
な

る
わ
け
な

ま
ず
で
ぎ
な
い

ん
で
す
よ
ね

。
そ

ガ
ー
ナ
大

学
匠
つ

い
て
は
野
口

英
世
ゆ
か
り
の
地

と
い
う

． 
派
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．
 

ど
う
で
す
か

。

司
会

ヽ
．
し
古
す

。

吉

原

こ

A
陀

こ
し
充
実
し
て

、

． 

「
海
外
協
力
に
対
す
る
中
国
の
影
樗
」

と
あ
り
さ
す
が

、
伴
さ
ん

も
う
そ
ろ
そ
ろ
時
間
匠
な
り
ま
し
た
の
で
な
に
か
ひ
と
こ
と

．つ
つ
お
願
い

れ
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
ん
で
す
が
ね

。
福
島
大
学
な
ど
も
人
員
定
数
な
ど
で
ず

い
ぶ
ん
無
理
を
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
が

。
だ
か
ら
医
療
協
力
匠
し
て
も

、
大

学
単
位
で
な
く
学
会
単
位
で
と
い
う
話
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
農
業
分
野
で
は
ま
だ

ま
だ
混
成
陀
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
の

場
合
財
団
が

も
う
す

混
成
が
混
成
で
な
く
な
る
よ
う
に
プ
レ
ン
ド
さ
れ
る
の
が
望
ま

し
い
で
す
な
。
財
団
か
ら
出
る
と
い
う
こ
と
が
既
に
混
成
部
隊
で
な
い
と
い
う
意

の
は
息
の
長
い
も
の
で
あ
っ
て
一
人
で
六
年
も
七
年
も
行
っ
て
い
る
の
は
無
理
な

ん
で
す
よ

。
そ
う
な
れ
ば
ど
う
し
て
も
リ
レ
ー
と
い

う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
よ
ね

。

リ
レ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
成

否
を
忙
ぎ
る
も
の

と
し
て
人
事
権
が
非
常
に
も

の
で
す
が

、
財
団
そ
の
も
の
が
母
校
匠
な
る
に
は

、

燐
林
省

と
か
民
間

、

研
究
所
な
り
大
学
な
り
に
対

し
て
あ
る

程
度
人
事
上
の
発
言
が
で
き
る
よ
う
匠
な
る

こ
と
が

必
要
で

し
よ
う
な

。

足

利

農

林

省
の
中
陀
は
一
応
母
校
的
な
も
の
が
あ
る

ん
で
す
よ

。

比
較
的
こ
ま
か
く
分
か
れ
た
型
で
母
校
的
た
も
の
が
で
き
れ
ば

、
例
へ
ば
、

大
学
と
か
の
系
統
的
な
母
校
の
よ
う
た
も
の
が
で
き
て
、
陰

の
定
員
の
よ
う
な
も
の
が
キ
チ
ン
と
決
ま
っ
て
く
れ
ば

、

な
っ
て

、
技
術
協
力
は
根
づ
い
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
私
は
根
。
つ
か
せ
る
た
め
に

伴 伴

だ
い
ぷ
事
は
や
さ
し
く

は
ど
う
し
て
も
分
散
主
義
匠
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
よ

。

の
を
い
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
混
成
部
隊
を
プ
レ
ン
ド
す
る
の
は
財
団
で
い
＼

ワ
ン
マ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
そ
れ
で
い
A
で
す
よ

。
し
か
し
こ
れ
ら
の
も

識
が
も
た
れ
る
ま
で
陀
育
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
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そ
れ
は
ほ
っ
と
け
な
い
で
す
よ

。

り
か
え
っ
て
み
た
ら
、

し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
、

こ
と
が
、

中
国
の
影
孵
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
な
。

中
国
は
自
国
で
非
常
に
必
要
と
し
て
い
る
に
も
か

A
わ
ら
ず
、

派
遣
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
日
本
の
青
年
協
力
隊
の
よ
う
な
カ
ッ
コ
ウ
で
皆
出

て
い
く
の
で
あ
っ
て
、

特
に
東
南
ア
ジ
ア
は
ね
。

い
の
で
す
が
、

伴 吉
原
伴
各
国
と
も
中
国
の
援
助
を
快
ょ
く
受
け
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が

。

す
。

渡
辺

吉

原

ほ

っ
と
け
な
い
と
な
っ
た
と
き
に
、

伴

な
ん
だ
か
し
ら
な
い
が
数
ば
か
り
は
一
応
あ
る
が
何
に
も

そ
れ
が
浸
透
し
た
ら
日
本
も
大
変
だ
と

言
う
人
も
あ
り
ま

日
本
も
大
き
な
顔
が
で
ぎ
る
程
援
助
し
て
い
れ
ば
ど
う
と
い
う
こ
と
が
な

中
国
か
ら
も
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
い

A
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
各
国
が

の
か
，
ど
う
で
す
か
ね
。

れ
と
も
、

そ
れ
は
中
国
だ
か
ら
で
き
る
の
で
日
本
は
と
っ
て
も
で
き
な
い
と
な
る

わ
ね
。
徴
用
令
が
発
動
で
き
る
国
で
す
か
ら
、

ま
あ
人
の
動
員
力
、

い
る
と
な
っ
た
ら
、

吉
原
に
後
任
者
が
で
れ
る
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
な
。

か
ら
向
で
の
受
け
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
よ
。

い
ま
す
が
ね
。

伴

．
 

さ
て
日
本
は
何
を
し
て
き
た
か
と
振

日
本
が
中
国
の
向
う
を
張
っ
て
ゃ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

日
本
な
ど
任
期
が
切
れ
て
も
す
ぐ

た
と
え
陪
が
薄
く
と
も
、

そ

派
遣
さ
れ
る
人
の
心
が
ま
え
な
ど
が
日
本
と
違
う
で
し
よ
う

確
か
に
受
け
が
違
う
で
し
よ
う
な
。
中
国
が
や
り
出
し
て
う
ま
く
行
っ
て

と
政
治
的
に
も
圧
力
が
か
A
る
の
か
ど
う
か
と
い
う

い
で
す
か
ら
ね
。
資
金
協
力
と
な
れ
ば
日
本
は
負
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思

家
の
命
令
で
動
く
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

日
本
な
ど
な
か
な
か
そ
う
簡
単
に

動
か
な

大
い
に
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
殊
に
農
業
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

• • 
人
な
ど
を

人
が
国
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司
会

石
烏

． じ
ゃ

、

吉
原

卜
陀
承
認

9
注
し
た
が
ね
。
染
英
技
術
協
力
を
す
ぐ
妃
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
た

と
ま
で
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
ね
U

す
の
で

、

大
変
あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ
い
さ
し
た
。

バ

ン
グ

ラ

デ

ェ

シ

． 日
本
は
い
や
に
ス
マ
ー

ュ
の
こ
と
は
財
団
で
も
近
日
中
匠
研
究
会
を
再
会
し
ま

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
注
す
。

い
よ
う
妃
た
る
ん
で
し
よ
う
が

、
こ
れ
は
大
変
で
す
よ

。

援
助
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
ら

、

バ

乞

グ

ラ

デ

ェ

シ

ま
あ
ネ
．
ハ
ー
ル
と
同
じ

影
押
が
大
き
い
で
し
よ
う
な

。

ュ
の
問
題
は
ど
う
で
す
か
ね
。
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年定

発

行

所

価
（
送
料
共
）

（
送
料
共
）

間

財

団

法

人

海

外

農

業

開

発
財
団

郵

便

番

号

一

〇

七

東

京

都

港

区

赤

坂

八

ー

一

O
I
三

二

ア

ジ

ア

会

館

内

電

話

直

通

（

四

0
1
)
一
五
八
八

（

四

0
二

）

六

―

―

―

印

刷

所

泰

西

二

五

0
円

二
、

0
0
0円

編

染

兼

発

行

人

石

黒

光

海
外
農
業
ニ
ュ
ー
ス

昭

和

四

十

七

年

三

月

二

十

日

通

巻

第

二

十

八

号

舎

0
海
外

0
海
外
染
栗
情
報
の
し
ゅ
う
集
、
紹
介

菜
調
査
団
の
編
成
、

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な

開
発
事
業
に
従

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な

開
発
事
業
に
必

優

秀

な

0
海

外

業

技

術

者

と

な

る

こ

と

を

希

沼

す

る

力

の

登

録

と

プ

ー

ル

0
新
人
か
ら
の
海
外
染
業
技
術
者
へ
の
養
成

0
待
機
中
に
お
け
る
技
術
の
プ
ラ
ッ
ゾ
ュ
ア
ッ
プ
柘
必
要
な
研
修
伐
の
貸
付

0
海
外
塁
業
の
協
力
お
よ
び
開
発

m業
を
し
て
い
る
団
体
企
業
年
J

業
技
術
者
の
あ
っ
せ
ん

海
外
農
業
開
発
財
団
は
左
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

は
本
財
団

へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

要
な
人
材
を
求
め
て
い
る
方

ら
び
に

事
し
た
い
方

． 

送
出

ら
び
に

• • 
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r
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定

価

荀
月

―
同

．一

卜
日

発
行
通
巻
第

二
八
号

昭
和
四
十
七
年

三
月

二
十
日
発
行

海

外

炭

業

―

-
ユ

部 ー

ス

・
I 

I t 

二
五

0
円
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